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回折格子によつて発生した空間搬送波
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す 一 レ ンズ:ごf2■Jノ 乙6、 ′1'″卜と コニデ 主´ ~ナー レ}ズlQとつ費
薔強に置 |すぱ1、 ゝ1/_｀lt'ミ述: ヾもつ と
'百
ド ネЪイ与、鳴 彎´、えせヽ ダイて も.
オ 1.lЩに黒 した こセ く 、4匂件 ぬ つ rvくθ と報ヒ■多レニ だつ 寂
卜1と と暴 ム(光鎖ヽ べ 九軸 とろ'す棒12∝と し、 ■ /こ こつ た」禄 あ(1■
ぬ つ 中マ 0′′こ■1選已した と ミ |ミ ЙJ穐と奪寸
´
亀 ヒα
′と■ 5。 こ つ
イヽ『ルキ負12二′ Ll′ク
牛
ノηll夢
汽れ ,シ Ⅵ咤ち″
?
?
?
?
???
??
?
? /
コンデ
1)サー
レンズごル
H
り唱´ レンズ
1
L イ奏に1義Sd
九咽tS 例外←
オイ.イ 劇 鳴 日ヽ 薫 と粋tr竿´f象しださ′=署、
7
ЙL碧二 会勾マト砲つ■廷サコ|こ」ご亨ヽ し
‐こlLジRと女=わも、や´′え
H′と し て、
ずつユ iやい)と簡守‐1ミ 3‐ 5/さりに「たつ よう電線こ形9■1えた蝶tt
」考える。
た二~善ノ ど二善 , χ
′=苓
,κ=(1等忍んα)U, r′=(;
“
′=(I″多q′)U′リツ′くf
こ こ(こ (X,V)′(Xt Y′)ノ (υノV)‐および'CUt V′)のメt,こ4蓼1ざ増いノくすこ
ずヒ2■、し~L )ヽる。 ■ん入J志た、つカレ‐ ザち も。 この (1.1)つた
換た本取L′ヽ )ヽもとこ光ゴな仙 い、つ め 工やりと投二影 レ )″ズ｀最 砲 ヒつ 々
つ共申し1ちと1よ「ミげ:L喋(直うt外ざ'シ
し、 卜た敏|や卜島 1∫^ つち 二や′と
たの■嘉7Lをィ碁、」
'Pと
|よ|ミじブ■1■、企 、バ
'ヽ
ルマタき9
_たジネつ理昇tLイな¬口と B′(1∠『
)とし1 )L)驚ぃへ り、ヤノ(χ;7)にι女ぼう・b
4炊ィト書ぃな と を え Ъ. こつ役をもヽ光.)増、に よ っ てた喫J体上 (α´′■ナ)′ユち1
('こ生 げ も を 友 の ネユキ 橡 '庵
終 は L~C"′け〕ど あもとす も. ヽ,ょ4勾
'卜
つコ三埋L三
=る
)やネ*ネLO〔に,′け〕と すれ ゴヽ、 資 っ4ヶF卜と興」亀 し た 〕L
ネ なっ隠 /vノ|ホ_0。～+002■た、北増、タトご'1よぼ(■うむつ=θと‐考え .ヽ
スト fにつ期 、めひ′χ3■FデガU′り出牧 lごDり しも|マ斑とす も.
ネネ たゴたり捌 亀ιとい瀾 Jといlt弩に諄とわしたもつごにι√ と言け .ゝ
ネ*米 ―性 つ牢at昨‐ttな漱つも梃1■つン載■t`ハざす日ミJミ奇千と、九:我ヽ9イエ相
′主隻 亀 といえ も (´■料 介シ,つl■lち二無 らユ てヽ り、ベ ミ 奇 う と∫(“:り、
i´いイクト」T2ゞ`
め
,・ひ〕どすキtば'4為■1よ
∫(“′′の 源やlι′(ι′
.´)l
8
ぢたわ ミやしも。
つ4_モ辱tフた1亀fよ E(“′´υl)`'こ
“
ノの と‐7]｀Ъり )ヽよノ｀知倅 Lこι,け)、ミノ|こ1らも
豫f鳥 ( 、イン阻 ‐ゼ1口つ、や′光`,飛
の拒虹「さ、 たつ袂苺L点′〔ん,2升)■ヤ/ヾ
と し■為え、4つ竜 葦確 島L意(κ′―″ノrひ4_τり ご幸きらす。簡単の
たりに ヨ主´ =デ1卜す ― レ〕ィズ｀ Qと時亀41た九 ど‐ち もと し、今勾体 駐ミ
北 し、■彙多レ>ズ｀ムょっ鳳瑾Fコヽ.も 比Lケヾてこ ~夕だ ウ｀「つプ■ilさ
とギさぅ い )う どする。 t彙多レ′>ズ｀のユ戯覆rk先こと1″てて′3)としヽ
ただ｀ χ
`と
″プ とlよ竣´ ヽrヽざりもこと理お九 して
方(`′メ〕=lCLτてλ′U)2脅'1ガ(κ安:十υ
′
で)lχZんど こ′.2)
で'ミゝ ~ミ Jにる。 '47:・し
7(■′U)=宥1/ιf″こん冒)i / ~｀ヨユニ r
工・ ‐｀12>r
宅′める. ´こン(えノ1)は
“
二θ′マジアr・θ ′こi誉_｀jた、れた,f之手、′ミざ)ごイトる｀
れ る技影 レ )´ ズ1の瞳 由1にら'|り‐ゝ 奄 彙礫 鳴―針脊 ピち ,て虹島枚
と呼 lざ'キこぅ。 jttLフミχ
「
′
/ミよ)で、11日ヽ 1ヽ4-Lた旬‐魯■L_(αf′′磁 〕、tづヽ」
の光1によ う´ftth上_(“ちυ′)、 ′゛リネ2葉ブ卍臓 |■
I(ιlノ～とみ)θ(〆
`′
宙)オ(〃‐
“`ノ
′4~‐´?/tr)
マЧあ る 。 ノ像 籠1っ、卓′(″′′)にらlt夕るJとキ 1漱1亀百kα′秒′り|ざ句 外 五、貸
イトらヽゴの九 つ電―与 と棧介 して、
E7こυり=∫LE(χちη)θ(め,~2Pr)ん(〃―α′′ひ仁_嘗)“κ′えη
(r.4、〕
と骨 も.牧l´脅二上1つi奄空、■ 奪:lt rrD、中/C雄り′ぬ〕に ly_ヽこノι ち∈1.4)と1ミヽ
ビiいミ1■‐6｀ れイみヽ百1-■1(″プ′D、ぼノ|ミ Jぢけ・う た_、i疼、κ〆 ′こよ るう1、及 |よ
りL武∫り ょ う に■:も。
二 θ
、
?
??
?
?
?
?
?
―
、
?
9
χ■=E′(乙プリ正′k″′プリ
ニ1∫L百(“rノリつθ(始ノマ)方(μ4_“ィノけ生吻)χπrχ?々
xttEtあ′勾 成 4′2)汝″Tれυ生2)Z“ノ宅 卜 〆
(イ.6~)
ここに竜む亀 ふ「ざ4葛証つた漱LとFトリ
~。 曖1_6~4上(ιちプ )、颯′R‐1ゞf)｀ Ъ31
λ ■に つつ 慮た武全体 うヽ6‐ の無 与 ヒス義倉 し こく‐ダれ 、■筆 .:卜「す・
ぺ ~こ`ヽ■ プあ も もヽ ご不キ勾り員;碁姜_■λ して 、
工(C「的 =∬∫∫.11∫Σ=に
ち嘗)改め′叱ソ ″〕θ(め′・碑)凌4,2左)
xオ(″一
“
′け生づキ)オ
米(″_雄′り色νL)ノZ′χ疇れ κ寛
奪 り、デ=∫に
I(乙プリ=∫∫Lr2ο(κん■)θマ4′吃)
Xオ(〃―
“
1′■,t-2)々が(“′一
“
ュ,■,4__t)れィえ吻え4″名2L
(1.7)
と苺`る。 こ の と き
L=i尾藁 イ
`Σ
E麟′場)Ek4′'ぁ)が (1.8)
―であЬo Bじ=功応(“′ン)、颯′にあ 1り も｀「1,0へたり強及ザちヽこ、
B(“′の二5ΣI E`“′・のドχ6ν (1.9)
とを Ъ.光力、こ1にお「)‐ 3え早友 B′こだ′讐′)つ三Σィこ1おくヽ さヽ )ヽと~3~3と
― 足
とを た ヱ´ よ りヽ.
(1.6)
(1.イの
こ の 乱 は こ′璃
“
ねレ宅●ι Fι蒟 %¬」くリイト破1上イ■葛 つ・ 二、やノ(“ι宵 )ノ(亀′場
Hヤ凛影れるザ4)ι応年?)などうによ"て間 つ 現Lつう1-デ特・の1毛Ltt L尽し
{θ
鷲¥事J「ゝ
~ミ｀ キし、 f´i暮、1ヽ
“
り1父 ら よ｀ ず ″貧)鶴卜｀籠―σD・ド〕→発1'ち｀ど'Iミ,マln t 4Liたこ‐り
~ごち 6。 こ ゥ 4勿f里6コ為 いヽ |■ (“fノ と々)■)｀占グ:(静ュ′′現L):卜`i出も 二
つ
つ た1ンLのあ ЪOキ燿いへ つ η J lヽ饉_■%これ て'キι αFιZ所■ttぃが
:42aι亀
で'λわ ~す と き 、 ■ つ「Tヽ )与lた1つべ・懺 魚つ三V‐11J魂た めt
l=α占十
“
ま―t― α′Q Vlι 4 ωttC亀-5r―|‐F31ι)
と /」1っ た ど すも と
Vlλ ιルρに=rtみ
と為 え る ことペ プ t Ъ 9 じ庵おどっ こl石ュltよこの ■■~つ つ た1■L/C
つた,左ろせ徴″〃″″ '1■r%1士にLユ1面ぇ|「二|、ル2(ノ乞″ルさ■ザもなノミ{ふ
lLトニ0~こ゛ちり、一観つ ■%‐i~′「 |卜、二ζり ||′'ミ
つ偵 ととう。
.ヽ竜L(|.7D3凝1l J蕉ヽ ユ 告う′t―■■由ヽJl'11旨(彎t鳴(末=■ しヽ ι お
り、 fみt li卜`'勾「卜こ、リノ受下ヽ つ0、ヽ■_と し こ '」わさイマ こヽヽ る。 こキta
′帷1■ ■色(L理言市り上I%も、」著封t"もは キ｀、フ  ーリミ 役[r■~ご もヽえダ
々 もi卜Fti,ヽ友¬強F7JL勁数 と し ‐こk わ´ さ′もヽlJ キ｀こぼit)1)‐t' Jヽ。 ここ
こ"ψ7fiトヮνttt乳1もうざ中Oι
“
υ)つフーリエ¨II ly73_ととり 、
θ(えメU卜∫ILθ(“,勾じ′ヽ一ιにχ~キ″′了)l χιχ2' Ci.11)
と 七´え る。 この θ(■′
`)1よ
うヤ1.イ |■つ た、イヽ ■、ど、 た,中lll i■χ′」・θ′
γ=θ /こ やヽ′|こif,息、声ヽ貴 り 4i寸ヽ
‐き、 ■り 上iゝ,ハσフ共車L石1士.、 す■ わヽ
す1受1爆¥レ レ)だりぶ葉:亜1上|こ ち「り｀色′11り´昨 ′さ,|=も檀ユlr f(暑、り「´.宗TR、ム〕り
に 4高_し 、,1こり た,責、っ 業 中乱百]l■つ し11ち千鷲1.|ホ7うら4夜/2ノイε¬′2/しの し .｀'いう‐
罐にといて-1∫:れ、た、ハtl二載t瑾1'と4i｀ミら、お|やつ。 ソー ソul ttIたり:ミ.
ふ 13頁～ {6碗参照
'た
らヽダBい｀る｀イこ、θ〔χノτ〕lさ4勾俸9人ヾクト1レであり、χおよ
ゲイ|よ狂惜V■うた枚 つあ″滋協ノ■
1島,こ lヽb.しためくって、
物 ちん′ノレじのl‐nlヰら｀碕ごめもχ子再塾|よ421イトの入ヾ ント|レ玉1~ど'あク、
た猟itt χおよゲイ1事与鳴|ミ】皮承熱 ピらも。
一 々 、 あ も 揚陥劇包υ
“
方 光.1月、ろヽ ダAIノロRtキt~とい も4勾哺|ビ_‐ つ・
、t鳴つ の物%αβ″ 冗 応 kの光L茨、とILヽげ た・tt、■'ヒヽ
~)囁
[1に卜 ゝてギ 雨]波うt炉ゝ|ら~ミオtた葛 行 つ 百ルレ
“
υ後写鬱多の[llケな つ
V卍喝 分 帝 に ヽ・ヽ く l)葦/こ I・ シ リl■ り
・― レ ニ・ズ dィ と光.コミ とつ ドユ
囁 ぷ Gの("rや′距_島1とな )て )ヽギち 合 メこ|よ■勿昨 つ 貴 らヽ キ´にヽ 血 覧
,こ既 鳴‐蹂 ι"ちも こ と る｀ うヽ｀、こ21よごrJミ亀り、九_つ と こ 、 すヒ掟 (■'枚
|おらヽ )と して 、
砲=∫ユび(4vりZ?tιl(的~“み)r十(笛―‐)v′11んどχソ′({。12)
とう.う 。 )｀よ
塩z二雰:復隻I霧 }
とな暮ミ21ユ子俎~夕も。(1・(1)ら'ようど(1.{3)■l熱 り｀■ (1.′7)ヒ1壼0
)｀ もと
I(″ノυつ=∫∫L〔∫∫I゛
`↓
ォ(“|′イ)イft―ι(イχr十鳴″りr)∫
xt資雄′υわ′脅 lι(だん十
″だ準)lχκザχ場
″χだただ′
Xθ(アfノイr)θkズユ′グリタ守〔ιl(χr-4)ι
′十(7r―子・ )1′
」
:〕
Xνしス野ιり` κ4えでι
({.14‐)
と4iも,こ4.2)ぢよゲ Cl‐12)ヒ1亀 )ヽを引よ"(1.14・)lよ
(1.1も〕
イ」2′
■(磁■,つ二
`S∫
∫Lι(χl′争′ん′静)θ(ス1′ソイ)θ*(為′7・)
x″ηlιt(ス1-ヌリ“
′十Cりr-7ユ)ソ′t〕χχ′χ7′ん為χ許
(1.15・)
ち｀ よ ケ
゛
C(χL予ノχι′7⇒=∫∫LBkχ:τり](2:■｀′%ι十Vf〕tyネ(χ毎・/2′ィ
tt移)あ`
χ
グ
(1_16)
と苫14む〕、こと バ~どき る。
(4.{1)~乙Ⅲミk~ミれ /さ θ
`χ
′u)ηも｀よレ卍Cl.16うfさ よ ンて ｀ヽ さイtた
C(χィ′マィ′る′イル)21■1′ ること 1ミ より、 1ヽL(禁ヾ (イ・7)2燿ばヽ 1ヽ■りご牧 _
り,ユ1数.と_して :根わ し41多(1.15)に:ヽ さt襲えヽことボ
‐
d′ さアミ.
(1.ば)。ヽ す曰｀ ``為ヽ1■ ((.16り1■ た.だ手1ゃ、つ 1菫ミシl1/_推たfムitど十■ハ■・_2意し 、
サ1、フ黒ヮ :たこさ、 ｀ギヒ■1ノ し ｀ /ぞ94t/_力.むよクd'■つキ生iC(17ヽ
~蔦・ι´ こり
b。 まアヽ (χl′´ィ1)′(■′リユ)1■3｀iL′上え∫ 1プ極 ムもヽゎ 19卜_lよ各tず
った店t il夕「サたつス~ヾクト|レ戌劣‐「｀ ツ lミ'り
準´
4ご、ィら.っキ為ミ =_ち6｀ わ
t′ 、 せ上ft子軍、と つ)ヽアtrるヽ ダ ン(イした01jれたミろ「 とた
1｀
I｀ムざヽ と |,~も ち。
藁〕た` 成分 |よ 為=tχ■ノイ:=7'の´ように 'Ъムじ
'I｀い1た感、つ スヾント|レ メゞ
j〕 うヽも｀メ主 じ.、 t ケこtよヽ.榮_つ 〕♪  | ン ′く い 2~il｀デ る 。
ヤノ|卜つ ち悔rtti fi´勾=ウ3θ(“′υつ つ 7・りI_1え■■ ざ い ヽキごも (1.11)
,よ 、 地専■ 1■ 2/・・θ:ソ=θl=了]‐ イfヴも 、F′ 壮、シ膊、fミ よ 」 Zノ「 c.ち∠吻′1ト
つ 戸2みの″ 物 り い1ギTイ身tの
iげた'1鳥うj「｀学 ご「ち も こ と LЦ主く[/ころぐ、 こ
キこlよ ンチこつ Jf 〕 |ミ 1:i).キt(ゴLl「、4ダ も｀ ゼlりも 。 X/・=0ノ｀
′こlο lミ「T■イ■_
ふ も留鼻生←■｀ とψと'(■(ミ‐tキこと｀' も〔喜 り |ざ、 ギ7肇L整1フ枚、もな｀ わ _/p lミ=i疑
拠 つ丼_ゼ').わt枚るボ 、 それ と 1■C'1へ:祥ぴあ う い ダ くつt
業 こ吼 りた。
イ3
する」い,光11辱ユよ_iヤヽ´壮〕iJレ_|. 、ゝ 1■-7ri〕´
‐り‐―し｀ く´1ごr 注_r、´上とになit、
平‐1ヽ｀｀「 乱1「″_と■ ,マ、キ |.2-口
に｀ オ、にた ゴと くrl)1件/ミ キ」ヽ1 jヽ)
う。4レJウト亀鰹ゝ 〕´ヽ し、 国古け｀キそ/1牲lり )｀夕、 た,中1はこメ「ギltいぇで
)ヽ「t til卜、■,1を」'ム
″)lt lJt,両11ご'ちも11ヒliZレ)Tイ｀■雨、:‐_″)M、t′ ＼
す ヾ ζ集 め ダイt´も。 リヽホ1て1午つ ′イカ ′ゝ~｀
`liぅ
につ 1'こ哉 澪ヽ t
itりも.ノtり「4、ノミ平0平面if止ハοルれ このオト5り 心ヾ 膏ヽ 31ビ_し /1とうも。
ノp〕ロト1ょキ■1暑:考■六ヽ し こ
θ(υ)=|=(U)ク青)1だt〔ι([ノ)ゝ ((.1′7)
た,路―先.ぴめ~どれわ これ も。 こdrことJ(U)|よ4匂f卜にハt,ごll‐ tr'■
6。 ノ1勿¢1卜2〕ゝ 理Iし lL■`了牡つ 七:メtiふt
A。戸(υ)A~1″ι+5-千達/1(げ)|
と IIう。 t)■/ψlは'卜
θ,、|,P(U)rこら も 1え毎たヽヽ ,｀1)κυ つ、∫ tLI、lЦi t均~
l119 う ち 'な専lltと_θ it'も 庁l と '■'ら｀ 壮り1よ ＼  ヽ孤ュl‐ヽ つ、ヤ′M〔×)にit 二ゝlン
3‐ 色。 こ の と さ 究:_、i此i(ゝMO()へ、つたlit■il住ノこ)17C'こ、''t1´)(1.1のノ
(1{3)乙‐えヽ ヒキこうこりとこくヤに1博〕りi戌シ｀、 1■年鳳の」占オ4乞_′上 ご'も。
U′ル| X′ χ l
平商 及
一
一 一 P
一一一一‐ N
一
物 外 コンデンサ~
レンだ ι2
4勾イト′こ Jミ う 1・/24a′lρ″´のいヽ「lη針 1.ιげよ
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こ こにPにあltすも光 の ぬ 協 ¨
―
f・1と した 。 ま為
PMは
PM=MN―NH=(ιttχ二)=二顧 ―(4差十U):碁
%α汁み一挙
AοWス″惨〔″オ十δ―み[1ム(υ)十PM〕
とで も。 こ こに
A=∫ユRの回笑1ム(の_ザレィ
ら二∫二蔵の施うこ1島(υ)―うがLメυ
こ¨"ちЪ。(1.2つ1志'Iざ
`「
ノこ
W(X)=10、山 tの方十J―ま
'こ
ι十′)―ッゝ
と言讐ミ十ミえ∫ィ・ 、θブゃょデ・幣 lI各女
0=八十えら
(1.18)
(1.1?)
(1.22)
(4.43)
(イ.薯う
((.2年)
こキし■→裁
であ Ъ. るだ しX《み と1■九_した。 MoOに集ま る告´戌え】うし、'ま
(1.{8)ヒ4等■全 島にゎ らってキ、ィテして        た
WⅨ)=fLA。早鴇キα%l_″方+5-4FtιJこげり十PMb〕ιυ (1,.2θ)
と41b t これ に (r.イ9)■´べ λ し、 ェ弦遂りt実夕ヽ りPMl■夏Ltt1/_白勺
rこ 
“
パ_´夕 と置l、♪―ど斗貴巧テっタトヘ出 し、 ま /トリス嗚弘り上Lの」卜とム ぇ
るうヽ ご ハ■転 ふ 奄ヽ3え.´枚 (´耳tttt iよ名略Pし て           ‐
W∝)=A-lωオ十F―く (洲‐ハ i―B“lω方十 アー{(針み)i
(1.え ()
?
?
、
?
、
?
=f_1■の竹 lιぐム014D←ガく)υソυ
二蠍οO‐OP←イモこ券のズυ
ψ=施イ姜
プ素うてキtЪ。 (1・冽―)1・|九,皮リネ2=為、1聯引亀■"ちって 、
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写す Ъ こ とに いつ て フ“
潔好の 1コ■■4禁の象 r喝とイi黙ヽ ぺ 夫t■ζ。
こイ` 1)|ミ示 したつミま た穏
‐t颯ヽ )、 {4勾俗 Oaの■■・苦え■ォ饗姦ザた わ し
たも つ と 0しのとつ れ ば](1.磐崎 ■ヽ
θ`
χ
)=SLθ
`の
物トウχのんめ
とな り、働幼に角″し回キ町イ象t拗督の フー リ■ ■接ρ 彰 Z´・与 え
∫1にb。 (1.2θ〕りχ 応 回キけ砲 σ)'暮硬讀~ご'ちЪ とリミに フーヽ り ■■
換 つ為味 うヽ∫物でヽ の持 っ~と )ヽЪ餐雨lit藤貞文■
りち り、l■lスコさ一
牧 し ■ t,ぅ。
、わ′地 颯 ろtχ′を Ъ紅 世 代 ち れ 1ボD卿四 %2つ lコTI九.l卜て=χ′
I≧ 中 /ヾ ′ミ し て 分 で し              '
θ(π一χ′)=∫Lοの ′″ηt―友χ~だ
′)“ゝκ
“
      〔ィ=47)
とな b. したポつて 回1向‐Lりた■ 2χ'プゴC~」摯効 し^毛リ
ボ 、
盤蝿 ヽ夕友轍Lとみ｀ Ъ.
(4.」2こ6)
(6
1.2 表 々盈 rミより鳳
'友
枚 破脚ヽL
つtすた 凰胡~拳子
け |■凹栞 面 上 に イれに ち た り1～博θθ本 くダ t)の飢 合 で箕唱 l亀
に 平行 為｀ Aヽ暗 つ線 、ち Ь りヽ1専〕葺 ■■ っ い )るtのだ分 九年 ワ
用 九 に 分散 薔、と し■ 1■1)g仁7さス 。.分地 年 リン分野 にち11)了
□ tF「碁 む i■母―硼 あ b りヽ1′よ咄葺[lTllろどヽ rミ分類 ミ れ も ボ 、冬亀 ヽ
与 上 つ 学ァ咋 と し て 回 ■軒ゼ蓼子 を を た た ■号 行 、 白ミ員 の 像 ■ ヽ ゃ Z
'ヽ て 、4さ ‐F_I亀型L(及■■)‐するりな'風の1■711′
ご黒多燿卜■ 6-えヽ 日ヽ 最
格 も―と、 飛私興ゝ ミ し ヽ
'こ
確,1だのデ峰■ ・ヽっZりて 、 .たュ〕たり′QttSに■多
磐 と 与 え る査 朴 苓 子´ ′ご奇 類 す Ъ こ とる(ピヽ も。 回薔 容春子 ■ ■
刻 た に入魂寸 う壻計き、o「ぢうヽ り方裁 ‐ぜ‐い糾サ上に格 七を作 ダ41
1夕わしヽプ弓」な t)巧ヾ、 ヵ溜蒻23タリク%で各官ギ料 .lご被 栞ゝk‐すること 1ま
非 常 に寄、颯 ボ
`ヽ
るヽ り、 央蔭 6句41為ハ ‐そ・l■■ 1)。 格 子作 戌為ニ
と して 1さ 、試村 上 rミ扇九稽 州「ヒ贅尋 し■等■6つに棒 卜ヽ≧転 等
す る為 畿 ポib簡―t―プ
あ Ъ 。  した るごつ ~乙ノトカテ
免:プ1ホ平・砲 の日ヽ 嗜格 子
とイ九哄す Ьこと と し、
こキしに‐Dlり ■コR″弘う。
オ (.3図にネ した よ
う41平面 のさF~l雨普キトト「と
考 た、格 子.像つち 氣 と
日 前 格 子 (ι嘲 餞 滋
“ 商
事 た 応 卑 ′ミシ励 ″『 )は平 衡 ち も
回前‐キトト つ朴 各署課
とブ生外事専虹
17
オ(.3皿
十αι)
∫(■)
(α)規ョ臀tJ略ト
オ 1″キ 興
(ι)■んた' ト々ト
凡う良執 蒙Lコミと つけ｀ た 回前 碁 子。
∫`
の
は歌 幅ももキLミ、~す.
ツ 軌 に平行 く世 く。 次つ 10■村 朴 キ つ蝸 褻 の亀地 ■分 布 ボ ■錢
1だに交イ咤可 も とす れ l‐ぎ、κ軸 ′ミ平資 な,崎‐硫 、′も、た tずAAつミ
翌塾キイテ尋 ,よ針1。キ鳳(ι)のようて・らも。tゝ よミこだ
:fTダ。｀つ4
咀 、うヽた 1ポ回 可rl~層←子´ |ミ 不 Eヨー 4'奇tうミオQえ6｀な´ス と さ l ■ つ
蜻 面のこ4靖計分や lざキ 1・+Ц
“
にゝネ しヽ ごとく各奇奇 jOよ、
て■っヽ鴫寺 ミ千みとやミつよう /こ 在ヽ3."1.4鳳だЪ l)て秩た操、
つ"は場庁2■ゲ す爆簡t的■'た
」苺プあ り、■ハ ∫(のは様1穐ミ
亀モ1卜、て
'〕
イ
'ぜ
、ミ」(151そlfさ■「り~もロギrttξ、ヾ 嬌寵:几′これ枚 ぞ11t、々tt
て為 たもことパ ご´′tЪ: したパ つてミ^東
らゴ書´含つ膚い夜裏災と
うヽ た して、格 卜闘 卜ヽ ヒ !ミリ拠数 と
~竜
1ヽ
り峻 えz毛~ごし⊃めヽ え乙ヽく、
力頑シミ1意特蔭ヽ 薦ゝ致智lと｀ う。 これ によれ tご■んだ′|ヨttl‐略 卜lよ
ら苅、iらア「
によ ぅ■f■イビすも牲おいミう夏数 ヒぶぃ る収 聾 ど'ちも。
しためぜ)ztとつ札黙略 もつ更,:ミ手分 布 を電雨いむ存′事拠と■ と
為え Ъと 、モ_んだ ЦIけ」碁 卜 ふヽ生Q亀〕k橿資訳 ■ う |りヽ ハゼ 地 ぜ
イ8
あるとケろ｀す ことあヾ マ"■Ъ。この場合 、億 ちすη'わ3■曽ゃ拠
|~よど′つような'もう と場2極|ゴよt口ヽ 亀輩
「「
′さ為寒 すも.
気 の ン1.Ъ皿 つ よ うに 、朴 も―蠣につヽヘ ポ サ卑虫lミ平イミ|こ也‐るヽ
れ ‐ )ヽЪ警各十咄瀑 ∂cの口ヽ 1地格 与つ ふヽfbi堡Lもヽ 今神 ∫(κ′ソ)は
,(ん′ν)=f(の=A。十Al mtt θ。め十九ωtt ιttκ十・……・ (1.JuP)
と フー リエ_魚
“
電こに彙「ヽ ゼ
′■ Ъ。綺島λぽ 貸 1.F凪に ミ、tたよう4'
日ヽちよび′崎ボ交ユ′こちЪ ttb■えリミ典:キ奇‐■とヽ ヽこ )ヽも格
与 つ■%/1さ,1末
∫(0.1年↓鶴撃御Qル十メ篭傷争“2Q"―+`―・,
(1.ユ ?)
のゴ とく れ｀ も。 ここ |こ こし=2召Zん‐z“ちも。格 子り出奪処■ フ十り■
緊哺実に晨限 した島 合 、々つ名4良つ フー リ‐イ黒棋 とフー リユ、神L本ユ
と必ヾ ム、tiユ郡下ノィ亀、っ名、ゝ久牧 の丁取や亀とイ■不颯t与‐えZ )ヽ葛
をいうヽ 6｀
(1,28)の各ゴ■つ A。ノ八t′ハ2など|いつ 嗅 lfT孝卜き ′ミざ ふ
の 回T'電cの豫 '喝ヒ ネ tZ )｀~こ、マロ亀次 た つ撮 1亀ボ A。′4次た の
をつ瑯ごAl′4文た りも のボ /矩4'とりと為iり 、戦影 レ ン ズ｀ ぬ ■L′C
左LC・b。 こ こ ごヽ 安ゴ葺多 レ ン だ ′ミ 1´ざム 友 地 二 り も ヽ 次 つ |ミI青九 亀
Xキ貿二脅 )ヽと~す tt―tJ(4.2『)り‐lr Ъ∫曳ソ、11_つ」を卜工駐|ざitf墓こ1こ 1双熟`
買
lt‐
一デ、 II]キけ 答十「よ
∫〔
“
、りり=A。十∧lω4のレル
(〈.30)
と4・ る。 した るぜっ こ LL
たヽつ嬌計〔ヽ¨ JDうと ど'日:ミ111
格 き きヽ、す ヽl｀て(1.30)
欠■千多■だのも ミ 許ノ句´ ワ
LI時つ 鳳 ■サ布卜予
》イ.5嘔Zl
?
?
プ ネ 下 メに ヽ正_弦・腱 ワ夏狂地 キ奇 イトと ヽ・ヽ,こい Ь t― の と 為 たzょ
1).
6(協′為)
ん(“′2汁)
‐z"ある。■‐し復つ員ミけ待子のと典キ塗νケ|■((_30)のに1こ
“
―スに,りにサ スーひと貴ミ‐喚えてイミ3ミ■うミ‐ご:ミ
メι′
“
=八ο十ハィ叫
`え
を(“―スrtp
と4'Ъ。
‐■■多イ負 7」―
`ぜ
―た りざF■1つ 慮ゝ戒斐姓「ふ
ωrtf譜[Qに―スの1二″こ一叱諸
と う も｀ 。
譴L 嗜´ 黒 |さち t,~も商ミ切え数 変増ヽ つ島 ′やつi交‐郁ミ波名らの 1ょ
″=α2ι十及花け)                   (1.34‐)
のII}偲~ごミRヽキι、力 |よ嗚冦ヽ又ずつうり、ガ互|さ失ヒ数…で′`bも。 し7■うミ
P(“′功
Sメ´屹りめ
る,("′け)
ォ1.6図 や ■ ′こよ る日‐r「格 子
働.Lの、崚ノつて受住
P(妨′鳴):隻彰 こ｀っイエi
P(にJ′ )1■11多役_つづti昔
こ こ―ご 坤´1..61m lミ
'ぃ
した
こりとく 、口寸 橘「ヽ 1二 ら点′
P(“′′高)`ぜイゃミ に よ t)
P(“´1ル)■ご1を(■_した と~す
も。 こ ミ 1こ ハ
“
(ι衡´ υb)お.よ
ゲJS,に´′ぁ)|さ各 々 た為 負
あ1ざ グ Q力ヽ 1■つ・■●■'試今
Z゛、えιCめ′つ ~為tよ び)えサィ乙′つ
|ホ 孜キ■LI児つ く■つラ私穏 ギノ
(“′つ つこ1誉たとして 漱わ し
た もつ て'あ,も。 しえボ ,て
tl■ttkl(1・31)
(1:32)
(イ。33)
Sノ屹場)
ハ
“
に,つ|リ
20
デて((.33)`ミおけ る■菅薦kラ児花 (に,ソ)1よ
4て
“
,サ)一等
ム=一にし
“
'ヽ
1■つ企_フヽ 女「 t■
ιげ劣一面Iマ獅―″・ 歩
(1.35)
(1.36)
とたえてよい。一ヽ、生!ぶ■彰亀つた操書ヽ`ズιθ′場)こ“え.ヽミれの
(〈。3′r)
とう｀ も。ゆえ Fこ I_んだ'1ヽ「「イ碁卜
lよ、■のにT41iミ千■ミ'■歯ケ|ヽこ
為え ると
“
ち f。ム、~ケ豫わらそつ聰ドトミ と豊 へた●ゝ のLJミ分と
撻ヨミラi気として |ミれた奄■Iむミtりに とヽ)も と もえ こよ '｀ ごと`ぐ`1ヽゞ
ら、ノミ71に ,フtl。
ユ1
1.3生姉 検出カシムとしての6μ滋″″物
"11.とで釜_んだ inl苛蒙卜も‐lさ玉多Ⅲ争ヒ■斌 波として,ミシ友数1■
「れ これて1,3ことL4べ`えるで、■つ4財きヽ シ史L静ゃ料―で′あも口
"格 もつ イ襲1■l Jl_1ン何 び`ゝヶテョ濱 ゼ 九つ3■発を分り とし乙率狂Цつ イ‐t
は・、~す.■キ,ち42)ヽ~ぢオιlギ1、 宅つ種.イと/予をケい  ヽこ とるこ2り■ も。
1ゝ/t~ド
“
雀Lη~すも1ど やヽ )ヽ``、'ttちヽな lL 2■キ■:∫ょ 1ヽぢ、′ミ)、,こお無
■増●2_、.
九堺ミ11ぶ点,光じ費、とし、 支ゴトぬ―Lχ′1・θ′
`′
二θ′ミ堪ヒ`やれZl'とゝ
~す
う。L)ま簡 いつために V―次えょっら 午 |さ…り )｀て畿‐読 L(わb.
回lrl―■、も っと典"拳分
~71‐)(■C(、もθ)に熱t^こuとく
∫に〕=A。十八f“K″レめ
―ご与´ え 6｀ノに 、 破1イヽ _と
ハ(“)=磁んれ 磁 め
とす も。 fぼ壁ぢlわえ も｀セ ■ lV/7じ^変往
の日前事ふ―も、ったム キイ>今
|ホ (イ。も7)L(イ.3のにイヾ 入tて
∫こに)・ 八ο十八(a蝸″。(“_んに加厖ωれの (イ.4・θ)
と、■ b。 このr%くゃ、つこ・U亀〕よ」~I‐(1.35)ち'よ くグ(4337)′ミより
こ4.38)
(1.39)
%の=ε=弓′=物為閾妨″
で1あ慟。(1.4o)2■■多して
,｀(の=ハο十/al,IJ碑
“
りい。(att P為)“I
と■b. ここに負 =―` ぬ物 で、運L億薫ゼ 1よR北誉た変¬喝ヽ 査たと
呵ギ 々‐こいも■ つプち ろ.ミこブ'ウ鶴囃 lよ4は冬/tの回Tけ朴
卜′むつ りヽて実_事デ て、)Ъ
"`ヽ
6｀ 、 (イ。39)より日ヽ 6づヽ 4ように,駐
(イ。41)
(イ。名に坂|)
2
:た■ 1■ド.rt′停ぃ たtゥ乙・1らり、■た こ{./1‐)より垂、ll′C rtでぅぃ′
二ヽ ↓()ていもあ も。 (1,メ|ユ)に■)り 4ャ lょ門I≒導ば '1lЬり、あ卜こ"Z )ヽ|よ
1)Pヤ■Lの~ヾ` ノ マ´:レ 、ヽ 1,,しごめЪ。 ({.・l‐θ〕のごとく「ヽ、i′ヒせたI資ハ こ. )´
け 飛 い11■
｀
格 6-だよ "て■ ツ L´ >ぞ 上_に性 げ る 7挽` ひ耐 Jゝル々 の 〔`ヽ
■ i叙1ぶ(1.40)のスヾ17} 1ヽレ こⅢち り、(1.■.ι)より
“0〔χり=ニユAoJOり十ハ|ば三∫1°瞥)15・(眈十1だ易一え)+5(“え´IP■焼「は ):
(1.・イトも:)
と碑 も。 こ こ {こ ち |ぎ ァ｀υ(レタ 1ユl敬こ~らも。 この ((.斗3)■lレl′さ事二
わ t7ミ;`つポ
"(.71ン
1ご'あも。で、lЦ:贅、寺…り 1)メやに 1ぷ 、 ン(rrpス
´ヾ'71 1ヽレ |よ―θc,θ′のしのイ■.AノC=乳わキtもうく、 | ぃ｀1■1魔セIヽと i〕
|ナん τ路 ―も¨ り ■髪ン奮 ′ミ |よ 、 WttL'1忙σ)溝卜 1■J枚ウ i殊Щ Iン赳 事 よゞ うど生 ピ
るこ と、りぜち 」ヽ も。 ~3・4わら一千万t i´ら'卜び}1 ガ【つ1穐1人 ヾ ッ トIレで`
うる こJ麒心 沖 」り 1111■′1彙lよ、 、)キーンゆ もコ・―ス トと:苺、1｀.「′れ 、ハ
ぶ リミ 氏・5ζく ち よ うに な も。
正
:
―ω ci ω c ず―ωc-2ω慎 ―ω`+2ω籠 ωo…2 ωtt  ωc+2o4
キイ.7凹  α花イ枕αtt α2れ
“
4`i■i引青ヽミ|に■り|さ、゛t ttl■ユ Lヽ り｀1).t
tll■′「4t もヽ―リ ヌごべ'ツト'レ.  島′Jl'ilとり1■ :ム_R ttLせ咸も)ノTl(/7'11)4｀と"
のG卜.
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色l枚″と2)
〔イ.‐)
(1.ハ5)
と尋 )｀、 こ こ |ミ社 々竹JI■l′Siよレ ゝ´だ つぎLiヘゼ
1ちる。 (1.46)lよ
Iの二∫ハθ輌 )錯百
"〆
乃ム ぴ戯 ν///P〔
一万4)χ4
=・圧t〃)と・t〃)
とL苦さ えヽえ ることづヾ ど:で 、 ここ 1こ
だtlt/)==、怪θ`
χ
〕L獄(´ιえ)えた
ど・1ちも. Ittkα」〕1よ({,47)よリロ1ダろヽ41ようノミf象
`フ
・泳rl為´分ノF―ずち
り、■れ“
えイιあ回崎1年ヽσ,7-り■1｀嗅ざり‐り生∫れていも。
1,1l θ(χ〕=八は,十ん8('こ)とし、 キ {=′7●1にミ、した ような 貸無入ヾ
:ノ |ヽ|レつ けJiや、 y〔キてう 1)・人 ヾ ブ |｀ lレ リ |ミ〕れ苺tCリネヽ t卜tヒ(χf′つ
と し て(1.ズ1‐6)よ:)―ヽ 6、L rc
I(“)二番■0(着)οポ〔えた)ク響■ι(カ んー,〃l
‐1りAは1)十´ιしは1)∫1/ (ヽえ1)―ιらはぃl
Xlけ4(乃―χι)“′‐十ιん務0(為―為)ι
′
|
I(イ)=∬βο輛)び(れ)‐(%Pμ(χf―ん)“′lス鶏〆短      (1.+6)
(4.47)
(1.48)
24-
=子弓ェlA“)A伍)十B(■)Ъ(al“鴻(始―為ソ ′
+lA(為)B(及)一A(ん)3(■)ヽスルれ(カーχめ″〕
プち も.θ
`χ
〕ボ九数 等 を含 よ砲 〕ヽ史蓬l導[でぁれ ば
A(χ〕=θ(χ)プ‐あ)て
I(″)二吾■θ(力)θ`為)●囃(鶏―χめ″
とな も。 ■ 6｀ ′ミ(1.5~0)1‐き
■(のニコ馬忍θθ`為)θCL)c“(乃一‰)“
′
十χし耳Lθ“
)θ%)“囀(乃一雄)“′
十 Σ Σ θ(為)θ(λ)(ル
`(鶏
―ん)″
71≧04奎θ
'■―Σ Σ θ(/4)θ(ん)αK(ズf―乃)μ′
場重θん≧0
({。牛1)
B(χ)=θ′
(1・ ケ θ )
(1.D「1)
(1.ケ2)
と4卜 Ь。 "1.″7ЩIミ 項工tハスーヾ フト1レ !ざ χ=θ′こ隠 してす、熱賓、、
すなわち Q´進l枚であ Ъるヽ J(イ・51)つ,1項と絆 2_t■とl・■鴬‐じ
こ、 ■
^匂
)ЪI嗅と熟>4‐1褒ふダ 1本4冬年■■9 f´象葛ギ生 C'もろご、幕 さ
染■tよ:職ご迷´,たとを え、~Z )ヽbうヽ∫そつイ彙1■すヾ 色ふとし為 4｀マよ1).
し,冬 ぢごっ こ¨(1.5()lよ   '
I(ば)=為肇。(ズイ)θ`邊)ご``は,―・ス1)“
′
とた えイιtギ'‐ヤ今 マゴち も.
)ヽよ■:影レンズ に ,よのcとtヮ側 革ジ良だt」らしヽ もと⊃ も｀。 こ
れ !よχ>θウつ´LJむだ t夕と為2_ふこと ご′う 9、 (1.」2)fこしたわせ"
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Iヽ )ヽ、 そつ f島え 翡ど鱈ご夜 どあ るコ
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1ミ ゞ忠~・_~ミニユこ゛一      …… …・―一___■_二_=_・_1‐
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ものパゝ鋤 奪ヽ 直.像弧/気■与‐た 、くiSれたた惚jttLらミミ
詩1山燕_とキえ.1『凰に黒 した。
2.キ.3 え歌 織泉ち｀よプ島黒
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であ る。 電やユ・ユと図 (ム)
(ミ(I試料 ■9■式 茨 ヒ
や つた 。
キ2.20 inつた,ζ猥 ぶ
り鳴 つた 1)キ2.{61ムは
たつ覧違 革 ヒお、tλ九
悔城 鷲□苛 九ボす ヾ て
丁
2.19日  鳳湛 ■検 鷺ゝ う
`す
た調 ¬こlCよるL“概辱場
鳳下
'〈
俎つた る(り .
C
0
0
を2・29巴 '勉与伊守 つイ禁2■′鳥
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ミ卑たして りヽ もと、た。なだ処と l■ )｀^りも合 1ヽ旭強及 つ■ないり Lダ
れな く■ってお り、九強及 り■化、も比較`0ゅЪ守 もヽ と■ っt
■―諷勢ヒ|コこぢ'ヽ)て 'ヽも。 キス.4鳳(α)dD諷た倉神11でダ |ミ養竜凰
'た
′こ4弓'ヽりてお り、 これ 1‐よ月につよう iミ→乳日ヽ され ヽ. オ2.2θlヨ
の九年だ甦「よF4J颯Lボミつ く、れつ直卑祀ヽ 卜1>入ヾ ク ト'レの九ボ 9
り寃亀鳳 12■―・べ'てネ友つて )ヽない。 した るヾ 、 て'毎オミ寸 Ъス´ヾ 夕 lヽ
ルつ冬颯 lミ漫枚 ′ミヽ す る建い曇J雨′Ktボサイフエリヽジ のよう 'ミ.マ"ロ
あ い ,1■1のま ゝマr銭っ■ )｀、書)奇ぶ ち も.ミれ iミ 及 して
や2.16Щの九専で処I事そつミ梨緊卦 1ミ よ うマスヾ ク ト |レkすべ:て
複 う ことポ πりきて t'もため 1こ を欠たが 上 ぶ って ぃ ぅtつと等
米 され る。
>た上 :さ だ ,ヽハ1'つイ嗅へ 2知るハ リ :こ曳砲熊α卜z"ちろるく1、 夙り
庵写真 フイlレヘリ H一D山碧_とイ史」■■量 、乳、出ヽ鳳 苺ど 曳賦 朱今
と全 く l■ご'tCしてミガ唆′こ′作現 し、た、やだ甦t†イ)スーヾ ク ト iレウ
ハ らせり内 |ミ,あ るよ,う ′ミして疎亀渥むQ9tt公1,ハ宗二強 やヽ ■寺、■ 0 ミ
1,た■式1斗サ1志オ之.31たに ■、した¬1-ピユ径 つ ブこで )ヽ1 作ヽ氣
・L′gt Oしヽヽ
た よ)iごκ の乳 □臥t‐/tヽさ く 、 ■ ん圏 多され たス受卜も―つ("、や′:｀よ―デイt
の影響もにとんど'馨t'と為え∫れ ももつて“ち ろ。/fA R tハ九
攣楔 :‡tの奄亀率山オ象■キム.18凰にミヽt^もので'ある。こミ
で :本ジとや琳兜の 句 璃LI鳴■■ イ嘔tてヽべ り ′ミi■薇憲乳贅ン吻 レ ンズ:
2九、や 69亀i耐上 つ 経 イ象 とす も よ う に夜 員 にZ⊂l前九 L'人
6λ
し、 1_り1九た肇 塗_■
え て相
'ヽ
●サ「ミL tl型
1)句蠍こJと '鳴 と■_2_ム。
光 え1-薫と_し 41よ、 ,tゝ
り聟 [´と:.11理にち りヽて
あえ副 ノ脅 口 tも量1ヒ■
li′レ Lだ階ゝ にミ斑1部こ繊、
ベイ引レ さ´だ
1ダイJ口も り、
[L 竹ヽ 亀｀ 9)噸
“
粍憧1ン、ヽ■υ
レ )― だ'|ミよ る■ |'こlill
うヾ 光ュ'卜「■つ 中ヽ´｀ヽ、■1と
看_葛 ウウ…が、 ネ占lg、「颯
(´.幕lよ 111(V だ!:らもゃ ヽ )
∫ 1■1年■1り
'ヽ
・ tり l
■2`お~lコ l■,3.θ′甕.,PP/の九牛:製菫●11'^【
・i■ゞ4■
'I試
♯
「
L tr9 1■価上つ」1な、う 耳ヽ卜。
ラ〕liヽ|ヽり牲
へ  111ヽ「J七り方、バ・りtθ.∫静νたとit´庵■≒ソき
χ 〔J「;Lり′た、が｀り21_3./7rF/η,とt.41%´き
Q L・al lll t」ウム●ぐりL.1.8凛椛 とこた「喝′な
thメtt´どtキてtittt t'.ルl´諄″ .′ 子.3〆P,レ′/″ ち｀ よ び イ.3/砕r77 と、t_■1,(～_■
ボi, こ ンこの Ⅲl下J｀ IL′き 峰´ 1よオ ■′_貯曖lr■tキ■ 31亀3.θ′峰″Fιつた.隼
1■こ・ 卜 打 ユ´た)こ と_。( ご'さ も″ セ [)よ う fミ た_1惟本た■ 下ヽr、 t ′ヽ と
き に ■ヽ ミ さ 十´マ ι I見、わ ・I(1も′∫も_Tミl ll・)´■ ,牡 サ Лtt■佐JI・コ 星:ヾ為 ゴ と
く I_JElど4与 ミ 減ヽ九 [ ■ .Iミ.こ1｀ キ〔′iミ 1島{112#ヽ1 卜ゞ
~141の
主な静t ittLとす1′こ
11)2.2ξ l■にI( ■|。 ttli_|キ押JIヤう気:社1や 〕 1｀ 41■‐,d_t, もの ご
う
「
」こ′ヘタけlイ、ユすⅢ ' こ|よ 51オサ_E、で、「 iギt.や1亀争 千11去「、t血え、 も :ア1 つ｀(ミ
“
′:=θ Jぢホ1ノよlル〔′∴ミθ、f lll■ざti生、と一 it、すふ`ri,1ごキ贅1喘 t_~1ヰミよ∫′t_
キ_2´、21'4ビllミトイ‐1{ボ'、 ヽ}~ずキι ι Jl・ヽた市へItLと― it´ヽ_こ Jむン、
，
???
わずるヽ ,こ λ 6｀ 仁Ъす'れは、作成 した児各投り様rlFLミ亀キ っ亀
黒准 おヽ ダのずれ 1・ 年九 九つ影響、試村T4作成 |ミ夜鴨tた1ヽ負
りゆポケおよゲ猟たtた九恐どの要困ロミ苺弓'くも りと場われ、.
、し込ポ って■ 7島こ亀キぶ直紳 !ミ■イ色す もえ′ゃ型■ F-2
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2.5 m積製 lミよう復調
ミ認´+て¬・よ4』軸 1ミtゝ‐て素鳴ミ亀キボこ韓色む「ミ■イ〔可 ヽ九
、各j性■助銘鴻學姥颯 彎ヽ覆ヨ!ミ喬t入しt為え4省ntヒミ 成 しA・ 像
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つ共」記 強住世で χ為亀 :ミ九ぺ つて )ヽЪために 、一●1■キム.11
鳳 1こミ しヽ とЪ:り央員■多状 つ たバぐりを、・bロ ミ.こ iミ 針2.ユ
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表2.1+巴{ミ 尽 tミスヾ ク ト |レ「卜tつJ薦囁L素わ しハtつて′ち
Ъ巧ミ、 曳はミ1ミ現キンれ る.回持像 |さス リ ッヽトイ象つた製 ―)たもヽ り■・、
汽つ不皐与 ヒキ2.26図1ユミトし為。 ここで'奔切彙Lttt t員卜にた ょ
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亀几′tご鏃り〔「り波長 分Ⅲ lξキユ.32畿りと
お り・ピbう.竜呵畔)の回
1ご「格 子 イさよ 。1こ 鳳 lミ ミ
t 為 よ うなオ姜碑屯′櫛ヒ軸
り常ヽ今・7・■亀うヽ∫弯、亀
よ ピ 分´‐九tキこ, tつ一
)た九 ■々2.33鳳′ミネ じ
な。 これ よず つ 拠島気ど'
「より 亀´可む千]オ・ノイ
'レ
//―
■i■ t' て、 た つ 〕‐5
劇L6/4μの事 亀上)ウケ ≧.
《L「飛 t ~てヽ'た
うぜ、 ここ
で 1よ tり十〕歩 ノ」|レター
ミ:釈篤 'ヽ■虹聯124き,
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賞2.3+図お よデ
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亀 亀  竜 森
練
オ2.ユЩ 足 島ξノL4t制■つ
"L,こ`伊
千.
選ヽ1 lL
奢2,33颯  回丁r格子によ っ こ｀く、ムえ
ヽ八 ´｀伸 へり た｀:卜午4メ・
(オ2.32凰fミ六々す も)
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贅
C
● 7J
嗜、九り費2.lo颯と鶴げ書ヽ料 1ミよって得たも,マ|ヽり、 ヽ 、
L礁寸 Ъ 手 増え:ミ=ム 特 Lな場t嘲につ食 ‐tうど●Qえゞ れ て‐ミIЪ.こ れ ネ
で'と iヽC'ようtミー茨九りみ≧崚:影レンズは人れЪミヒと
゛
し、
費2.3・4‐職1■ヽ亀役ヽ4ヽご緯tり寝t,何グ リ社|■にナィァエッジ
を書λしたもりずち3.とつ場蛤・ヽ こつた1■F― Щ‐薔砲
ですイ7■ッジ'著ヽゴす雀「1賦れ■ 1ヽもので 資ウスヽフト1レ:よ負Fふ｀苺摯伸
■0。たずれ ることなく撲t多レンだ1亀亀 し、やギrlでき置ロミー薇
4■亀L住ばЪ. ミっ二lミ賞ュ.10ぬ(ふ)は、もハー像亀●職彰=ぐ
t奪,`t現●仁tぃЪ.亀とし■tiキ2.3`ぬ1ミヽt泰clt亀
たЩで和 =攣ちすぴ436″り疵亀つA凛´と夕輛ダ ゥもお′t■
籍へ選ミ漁 A3上り亀となも. 亀もょくィ中ぴて、,31、oしLTち、
t,1■礎二て'I専森Qドミ彎く、
亀た喘 ,中々む 、各 b桑
●サ ボ 尋ヽ 、為 、亀 とな ゝ
■ぢ り、最 も伸 ぴ つ少な
ヽ
'I
こヽ・つたる で はA島つ
亀つ まヽつ糧 t,穐亀 とな
つて,キ2.111コ|・ネ した
ミ最 すなわ 葛変部甲■:こ々
C・
'こ
雀しボ 乳薇,■ヽヽ b.
し
^ボ
ヽ マ 交換 湖L時と 九
と し て 資 鶴 さ れ ■ い も と
常 λ b,
キ2.3夕Щ :■キ2.3図ヽは ,
―af               ι
オ2.38口 先等観Lと興りて鳩
ダれス鰐号■0住つ亀.格+
繰1‡織為囀ザ■3.
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自夢Jごふったヽ色
オユ.3+1皿 嶋仏■■すも平根 に一樹L431昴巾奇驚■加えるとき
り亀Щ刊特 武亀つ九■通 し、森 亀り‰夕督脅μりttiミナイフエッ
プ菫導入しス.写襲雌力)―ツ′ヾ―す1レフイ“レヘリヽ 6｀ ■専`T島私
へ` 熾Fいァ為もりで'あヽ.     ・
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?ユ.3F職
女梓L     黒 亀
颯払糧へす 3平槙に一構ヒ強鶴彙り資tta・えたとせ
つ亀嘔ドじ.欄に亀つ九t通‐し、贅亀り九48μッιり
位 置|ミ†イフ■ップ■■へした。
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凛りヽ亀
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ぞ2.36□CIE亀友 Щ
尋 したシ友rkりbちiヽ
こゝを取_除t、 費、こ1■1
もヽ こ■ 色のイエ貴 1こ ~l‐
メ1'フ■‐ヽソプ)と、中＼_し 〔
4ヽた しり こ「あ も.t´
ハろぜDてiや、と,つ l L rJD
上 に畿 この |ハiir7)・うくに:、
肇 , こ.ヽ′ もt r)と な
つ ■ lヽ b。 さ りtち1キ・
C‐lE亀江 |ス 4・夕|―
`/η
の も、「′と
'78/74メ
んの
こ、や′と L鼻亀´ (ゝll.憔_
Ъι Lつ色と'■ )(1'
6. 観二現1され た 1■1ち
ウ亀九 と し―こ1よ
」r↓_34-iムい・16 ―｀く1て
マ ヽ1ち っ´ い 〕3。
11_/1D l,Jど'1 lヽt■り
た Ъ色Jlぎ、 一)ィフエッ
iプ4ど'′こく卜 , ご kり
―薔ゃ2 Цk、,tミ´5ヽ li t′もリ
し伸 ,ぜ′Lり■ ゝ∫レ
:よ レ l´ス・ミ ]彙), ,■ヽリ
5 'tり1こ 'こσり(力、1じ_i↓
0.4       0,6
iや2.371■  2ソヽな-7・■1りず叫力li雪
″覧■ヽ。
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た て・、色 と して lキ資れ tuキ1キ2・34咀つ もつ iホA点′やヽ 、4、
増2`3ケ1■の毛の「よB点′耐ム とイよつてし'る。 マリカーワVZ―lつ趨fらヽ
勤洲 Fヽ■■ォ2.37Щに黒 したらこら、や´V 夏ヽ二り胡t月ヽ ■呵聰 唱 1■A点′ドヽ
tのも りよ り・もたtく、 ■た直率LACは直郊疑ABよりも梵L】ヽ 1′ 八
め |ミ B点ノ懺撻F志色つ崚ビ智よボ 為 '｀・ ミに よ りな2.34咀|ミミ 、入
ヽ亀と緯 色つ組合わ一につちパ育戦ウtの感たるさよいと言 うミとゃく
糊」at枚ると共 1こ 、熱 与 弯 亀り組合 わt=進ノヽい と lミ よ‐って
ヽ ダ| 感ヽ及 ざ く視 サミて′せ う可 能相iパち る。
色九に よる仁葡ヽ tヘミ |ミ 亀Lかえものケ t"あ´つて入理 色31ミ
はこれ までσ〕イ貸ミ為裁と民 げZ'ある。 しハボ‐ってЩ¶多kЦ寸
|ミ (1ド、ヽ曳及な どミ々´ 1で虻ぺ^各省隻ミ ち塊 つヽ徴 と
畦る｀す
よう |こ しな、1すれ 1‐ず 〕ヽ1)なt'。 費2.3?嘔ミt本九や楔 建Iミt'ハ`tで
、
~致)ギト|↓ :や2.3■つ~厖である。大亀つたt寸べ て■シ レンス¬さ
Xれ、九瞥級リ ム亀キ θ～1の範コロデ3~4δ″り の特_亀ち｀ よひ・
5~77・～5‐77nヽ卜の貸範1■■ネ皮ヽうよう|ミ して公∫れた。さ可料燎砲で
lキヽ亀の上rC績ヽ亀とr資亀の支 この咀t多ぶつ。わもミと rこなり、
比1・θ耐■ こ・1■1貴ともtる―)たヽこ」、″=θ.2卜賞ムで'1‐よ車薫亀 どヽう｀つ
た人亀と'1つて、■市亀址1こたげてらえと■つて現われ´ て lヽЪ。
ク?
2.7まとめ
π%%″んqクルの回書 ■Jこオ彊ノマのマス ク2癖え して亭憚量址 のQと
tのイ見ヽ・や )]とに へ辮 ″ ク 物 滋 θ 2'デ已tぽ■ kう「FA颯前 格 卜 うヽ
∫ヽ'対のイ象鶴上 に ■奇 η 芝なl型1‐で'て もミとべ 1■詭 ●む、 曳彎た●3
1ミ」ミざイヽ と■ つた。 資つ島 4き、理 カヽミは繰 りLづ野、に■直ヽ 作ヽ
rrD.きヾ
丹 鋤 面｀ に つ｀'て食 って
お り、バ役Q上_ンこの断 面 つ■■L征遇
「
ピ校
出て キtЪ。 し｀ガぐデ てたゝ 奪要ミ″全体 ■為えれ ば
:、 ■ 4L tヨ■年格 子
は た り各 崎 磯lの種 サt七
「
で冷 im t■1えし■ ヽヽ もと九 た るこ と
るヾ ―ご't る。
マ 入 7と に ^こ悦、｀) 上｀_9の″んヤンん覆 ■■
~す るサイフ■ッジL
|ヽ りヽ■■ら4テlT九
'■
として籍ミ単――ご'あり、〈隻ミ^されて現られるЩ
協 lよ玉
「
記のノもヽい 'とヽ |ミtu(卜肇・1)ントラ入トヒミ つ て お り、
■八 寒兜及 も■ 11・ しろヽ し■iボ人 ミく そ もとなの 々矢えたlよ
■ く強 う。 |ヨ=F多リキ 史及 と コントラストとL黒ね合 わ
―C~で為 えれ
「∫'登2うけ ハQ下,暴卜各0平均 |や枚牧 つスイヾ フ ト 1レイil貴1ミ 、t
りす/fフエップ と呻 入 ヒ こく4-tよりもハ Ц波鷺1つス‐ヾ 7卜lレ■ 入｀
は く よ う |゛す るつうtl肛も )_ ,ヽち・)ム で′ち も。
1たマスクと して適剰軍。句竜
~賛イ(1~2して ノヽ も1浮哺l jttLコミ羊 とヽ‐
つた特1■Lうい′た とtl^ざ、 すイ7■ッ γゝと|ヽ りヽ為 ヒきよ りも 乳′実
た 耳■蔵 く 、 今ミ‐ィ,□・lfl‐た り 九 うミリ 、 す 奪 わ 夕線ヽ市 ill_のた わせり と
tつミ迪キ の直線 :いプ兄誉{ミネル_bよう|ミすキt´ 1ゴ■tく慢 諷ミ
枚 b。 しうヽ し]L ト´シストtよ す′fフ ]I・ッiり 2(砲ヽ′ハ」も衡より し´f多
下し、資キti■■やつ`も ざヽ卜'と主に｀ い '。 したぶつて住登´つ
8θ
′ミヽせ )ヽとtiミ|さすイフ■リヽジ と、た ■ りヽと tiこ1‐よ九 専型l二 |ミllも
よ う |こす る つ バν よ し ti・
tざ′こ磁勧硼窃■ の鳳キrr f象じよ矢E■夕■たつハ ぶ りとミ寸 `｀ も｀ 、
ぐこへ 砲権理型重 ゛ λ
~す もち渇 に よ‐レZt復凱 ~ごで、すイフ
■ップヒ鳴t'た刊ら合 よ りもイ覚寺員の場気た 1■(■―・―
~す も,この動キ見
11不平この人■里と1■(yことが 、 たt憂ミスリットの「島■.■むしてもミ 7調で
ミ、 ∫為〕史」R中121)ヽ為た。茨、ヒ(たIヽt ttiミ4_lミI塁i貫~ご式 も
ことぺ 急ミ拒
^。
こつ靖き合 、1らi■い t,史友 など'「ざ単■二 西1棧:磯
型[2月もヽ′庵 i拶諭イ)と|ミげで
″ちるるぐ、当←亀つ無 九珊、LIミヽ)もより
。も九 つへ 1ヽキぶヽ く、九な 要、■斗ヽ 年 |ご暉ミもく/睫| ・ヽで
′せ 、有卜も‐
り]ントレ入卜ろギ仕くて凰事丁九ボ馨ぃ)よ うなコら合 |ミ|トヘ製 とな
る。
ス 上の議たハ lミ ぶ )~こ■分キ l■
~も 羽ヽの イ象磯上 ごム の颯ノ■カ
7,として校 Ц~されたろせ、 こキtiミヽ jナミつセ“t―琴こ(ミオ02_3こ.と
|ミ よ りと、九 として■.´
`〕
7pヒスチミヽ ど0、 タロ2 3 tL塞』 ■卜lミ北 ―ヾ
ぼ1藤為■たく崚V柱さキtもことらせ島ヽ ∫`ヽと肇 、た。
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第3葦 千面々力fこよう二つ汲tえ
オ2章で!T像九濤、に■違を試料前 Qにつ 〕ヽて'こ奇石'ボ、
メ氣薗上tり前 砲り共霰Li■でたの議友介 苺ち1｀、〕f■tえとし
て蕩Щえt t々もことと〕rコミtの生部ヽ という■ゴ議でミ ベ た。平砲
試 料 の 葺シ合 、 力Qえダ 仁 る'そtt志千 砲 々 力 で あ る 。 ボ ー 峨_で、
そのとtネ象九切駐|ミiミ覆崎砲ヽ亀り■今やバil)でtさ富ギ卦十嗅准
毒ヽ銀の■■決定す ることずでT・そ ti。 ここぜ lキ|ミtf「暴 寺ヽ≧
Rl'た不涎え漱 :こ よってハ"ヽ(ミ 資つ准ヽ市 いつ色ヒネ毎つ も
り｀
`ミ
ア '｀マ為象す る。 これ ιミ1よ二言ヽ ■卜■興 》｀るたネ およデ
f
試料tぼい)3為1云つ二つづヾ為え∫れ 、それずヤιι3.ιち・よデ
13.レ:でミユベtb。
平穐た力と1さミ次λた力りことであ .っ てκヽ亀つ々カバ分
硫 ′サち句りた力式今 G彿ち｀ かび:■断た力Ъ の■々 カベ今 |こ
よって札 ミてれ る。 いまこり平亀た力づt響輌十【ミカヽ たずれ ■と
ヽ、平磯礫民ない志暴サち気にも■イGしヽそつハリにヽ持 tiミも
た波 :ミ往根交イ嘔パ与ミ 」々理ミ足に人tく影TすЬ.〕ず■3.1
で 1■ こつ奇ミ に基ザく竜ヽ 料 の尽ケ■イCヒ然に す るヽ名 |ミ ⊃ リ｀
てな 、 L aQたも。
最資如こ13.4でk本入 足漱 に よ ヽ刻 え八 及 に つ ノヽて為黒 ■s
つ 。
鯰
3.1 衛tに基 〕¨“ぞ言べ十サの月、サ隻イに1のネ峙ミ
‐試米卜手置いよ
“
ソ砲 ご'あ・、ただ 、ヽ}よミキ■と 鷲直 ′■僣ミに才蠅ゝ ■
と ,~こ1 くヽ 。‐試本十ド千島た.人′うど″Цえゞキ■庵 =Ъ″き、11北すも ■
′式衛 !よ■べ |ド
'1ヤ
カバ′二〕つ F八〔´氏入よ り
εκ=讐(磁一νσち〕
諄=讐(弓T‐ν6・)
8ガ=一ゼ(硫十み)
L′=+′L′
と■ Ъ7ミミ 1ミEl卜~v)ァプ キ 、 今 1よIWノヽltゃ、 し'i==下'アソ Lノ L´ヒ
~ご:あЪ。 ミ リ う ちこに,|よこ3.1)より
fぼ~丁寺ここめ十切 (3.の
と弾 り、こι′こッ場ゼ上しよキ(1ボー Iゝ白つ|ミ た ゝう‐この こ゛ち )・て、平
面il・ヵ lごよ3藤ヽつ浚ヽ Iキ11ざεん′εサぉ よ｀び:工け tデミ等tと、~‐すもこと
′ミ奪 も、 し ´うヽ しこ の ど″ウ1酪メ行_つ■あつ|こオtit LイQえ_1'キした■‐碕
|■下「¬辞 もヽr/p試lオ}lよけ tl「ミド 11■´lL.し、:喚}ド∫｀1ミ ざ・,こ尋 さ二もミ贄
■ ,こ くる。■つため に試う と二Lど1(ちもヽ '1よ■,わすも九嗜_
1こ哺Iイ■.料の0_′イC3-3せら_こ^ ざ ,ヤモ_、 :1キゞ ヤ■61撃つ タム11″
"〕
′マPに対ミ主るせ
在トメ′(4も。鍛〕1'卜ヽさ((.|′′りご1ミ、ミキてた と Jサリ、中せきグ)メIう よS｀ ト
が'イエ4■イトつの 1らイ子さキス´メII多ご≒ミt・わ 3~ことうミご'習 もぅミ、試
料り4Jノ｀■■(31や性}キウ´(■相る
「
〕となも。 醜餞″げ%の回v,■、
|よ (|.2ご)のとりゞ リイ梓3昨OC“)の フ…リエ1崎l_い。つ1し ご'資ALp tキて_bもヽ
「
i・
plギアンf象_りつRl■
'ヽ
_「争rt t↓藝lイl_、もせ/11.ご`、 }(十二´つ 疑:l礎共と、 t_ て看、こ
(3.1)
キιも1.篤ヽd)31及ヤ´・■ |ふ ナti茉と_ム´ぃた この と■ も .
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く、、●ミえ tJ「′く
'ヒ
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と',も。 こゥ 式ンこよキ〔11ず、■ヶ牛I″ω物 ″ィ針に晏1印ヽ しハ喝 さ
イ8、り 強ル_か:♯βlよ コ々′14‐の中1厨S'〕~1'lθ(“′7り|のサ |ミ lヽ■、し‐て、■
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取3.1口 t'米ヽ}り4コサた1こ1のヤ,電
■与 臭I駐影、′ミより来i拭 [ヽケうい 11.
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υ範へ寝 影され為鶴1細気■ttr こ｀とで'ちも8ど、こゎ ιチむト
ず rLT I‡tれt・蹴や1.61ミ|ミふにた穀ittlへ1ヽて
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ι=務
Tて選鞣嘉≧喘
8,=勢=石弯弊ァ=弊
Lサ=鏡十詣=摯十能
のごと|く な｀演ミリ■樅 ハ埓づけ′ミl‡黎L働ミ憔 1ミギ志り、ミ ゴ｀ しつ
ふ え ボ。な ′ヽこ と ポ わ ら、も .
した ぶ って この ざり :こ れc― に霊 Sヽしヽ L… つ格
争刊彙議}機お し為辱裏 フイ|レ有L曳鴫:リジヽ たなや取 lミサヾ す Ъ調器
とに■喫ぃ'た。 こう島食 、年暴 フイレヘ
|ミ七賞 3・2職,ミーtゝ≧
ネ tたよう{ミ シュ1ターレ)議で十分 '鳩rり れゞ も壇 及 り忍 チカ ∫をヾ
ちb. tt`ヾЪtや2・夕陰ザ竜え劇覧したよう :ミ フイ:レ有ヒ=だ社9
Ⅱんι―
でくヽしヽ tり
出
栄3.ム職― シユリー レ)畿|ミ
よっttt δれ為争襲フイ
|レヘ ベ 一｀ λ りな tt'∫.
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オ3.3ぬ ~峰な引彙り登t■つ。
たじれた甲た:さ 嗅札≧へする千根 .
?
。
″す
C
…
…
… 与 ヽ
一
ー
一
←
‐
?
?υ
??????
8F
ァイリレヘと旬″にC″′滅″ 鳳にフイ′レヘベ スーとムでトキリ集年しり
えで漫壊 して|｀ヽ
'Ъ
ことやぜダ 零て'ある。
ヽ
'■オ3`もЩ
のごとく申央にR乱` tへす も平枚 it一苺_■31寵
り費tぷりQた5ネ業 とき、■鮨尋ヾ詢4■
「
じでlち薇 ば'tった々
は井4仁硫 ざ)箱燿凛 畿黒 tて
叫=」((―ギ)十壬(1-.
“
=壬〔{十ギ)二I(1-
宅b=一三(1+λデー ト
でもいたJれるPことに札 口｀Tヤ3.31Щ lこ■、し
これL直亀九禅ヒにサ (ミ祉訣 すれば
確■4“K惣+αガれ
'θ
―ι?″忍れθ酬 ′
`碑
‐晰魚山′θ十輔輌 初十ユ會rθ ttθ ttdθ
%サ=(鮮一
“
)軌θ
“
呵θ」―て
"(“
噸却 一` dわ亀,)
とへ b。 これ■C3.1){ミ′可ふLπ ι
“
■ギわ槻1∵:
ε“二憂〔t(肝ιギ害-3ギ事)-3ギ“ユθ―件ギー 6ギ)ωttθl一ノ1←ユ
『
+3+b一ギ酬えθ十(ギーιギ)錮・2θl〕
(3,7)
. Q3.7)II ωる2θのこ街lk■"いも」ヽ ダ
“
坤虫‐あ'ドず Qル軸 :ミ
 ヽ                                                     .
賞鶴 、ヽす像わ‐6‐尽点ノ|む蝿 t~てヽ 無 宅′ちも.
で 3`0/7-のポリカ~ボ1シ^ ‐ 卜■ ~´ヾ―ス と_し■客斑屹枚 と｀
tつ飛袖に40キ/_リハヽ 鵡格 子とヽ 竿tた.kれ2
格 6・剌ロミ奮 礎 ヽ 負 るヽ ま几 穐 ヽ、 2増Qえ、 F動物
鳳的 砲｀ :ミすイ‐7■ッジ■導 入tt得∫槙^凰切 L費3.4‐
|コ1ミミ、
しだ。 Ft卑橘=母セ は (3.7)lヽ1ヽ:りてαくθ■・ち り、t″)モ士分:¬口ふ
(3.5)
た と‐もつ ■…あ も.
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とモ|ミく5べ
て響←tボ4と
な る た゛ げ マ"ち
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彰 とえ ると凛
よJIミ賀、■無だいな
く、
“
為 気 の
ミ氏奇 L塊わ
し■ ヽ'恐
〕｀.
賞 3.5Щ'なキ
3.4駆1にな し
たりとiヽC'春ヾ
母 :ミ っ ,ヽマ 、
陽 物 洗 ≠ れ 日
前 職lで'で'颯次
地 の住 糧 lミR
げヽqうヽダ ナ
イフエップ■す予
入 して冬5れ
智3.4日 ヽ 払 Lへす も平櫃ム の もつ と試 母
と しAと審 1ミ餐卜δ代 ハ嘔いり.冶卜卑ktt莉尊為
亀 ぜЪ Ъ・
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オ3.5蠍 シ瑚 ―レンジヽ fミ よ つて4ξれ た日
彰・ サイフエツプリ島 :奪風統 為 fb1 1ミ直 亀であ
も.
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た颯彰 ぜち Ъ.すなわ ちシムリー トン,■:ミ ニって4ミ^もっ
であ Ъ.
塊 われて ヽゝ Ъこつ 颯彰 iよ八縄軸 為負′ミ鳴寸 も舞 ケな 皓´ |ミ基 'ゞ
くものでl''ォ3.+颯っ囲し とtの■知よ―破 し■ヽ'Ъ.したペ
って賞3.4図つ颯も :■几ケ主イ61ミ基 ~ 'ゞくもつt"あЪミと。(わ
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るヽ も。 これ′ミ民tマ上に邊べ 石ざとく鳳 ヶ■L■もなどつを試ミ建
して史島えtそった鵜永 i■以この13.2つォ3.7Щつ聰 l‐F/てヽ 実験
政 九の範颯ゼЛL鳥に議 してヽ熱 ザちり、■為キ3.10ぬり気登
1山栞れとよヒ較 して■ るとミ tく親ミ」tで'き ―cヽ,もことるミわる、も。
以 上 の よ う lミ賛tボ態 に 乃 Ъ格 む ≧ 揚趨磁〃″滋争 に手 日ヽ して
撮影 した写真フイ
'レ
ヘヒ史f象の現、たム懲ミ |ミ対す る常ヾ 場 とす代
|ず'賀料 の舞ケ■亀 懇ど′りも嘗L耳ミ唸くこともせて′ミもべ、資り
化 l 大ヽ りような特徴ヒもヽ っていЪ. 鳳tケ'格子 1ミ ょって発生し
た牡鳴的刊畦うにっ■議 、イ議乳 とし,うこれ 詠ゼ崚蛙ヾ て未A苺私
|■理L4九奪黒Ъ3い:下及氣‰黎蕉の■らヽなくたたずれ ももっ
であ るボ 、このよう|こ歪、んだ'機ヽ イ負k写■■影す もヽ■ kと
れ ば'、 不 亀 晨ヽ 訳 fj‐|こヽ す る洲 え も ヽ ′ミ弘 無 九 奪 豫 ≧召 黎 と し
な t′。■桑費t■覧と九冬ミ ととψ)離す もことパザで、たり
たり′こ徴tiミlミヽす る飢漱層tなくなり、キ隻雑 弯食童LオQえ
もミとも可能とな も.さダ|ミ鵡:】け|ミ加えЪ養言ミリユ次砲 L‐ζ
い 、ハ ような島合 、その各雀 皓 つ玉 んだ:格むり掟 聾 ぅミ等斑 フ
イ ′レヘ rミミ黒多され て t」3■ヽ4碁ぜ′で 、ィ 黎に々 Cて4■るヽ ∫
刈tえ各黒 lミ戒 して籠 寸 もことうヾ で′ミ も。 ■た試 オキlミ熟 等
した □請不トトのキさ卜Ц ド飛L峰醤ι鶴 キ ■1ミた もこ とハ ょって浮略
た 九や薫 ′ミ転す るよ・bぼ・議 等す も ことが で て も。
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3.2 二都1米すと興いるカム
1ヽ.とプス集した肝う1ミ刊撻 寝 t与えЪ ttt九つ凰前格 子の
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nl寸朴 卜のサポー夫_り崎 袖 応
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右 気 のnバ今 ι
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LなiQ寝とし
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とθ■Ъへ及だ'l~l~や.tけて世 '｀為場合 ■為た、鷺うヽQつた
ぺ軸L%′れれに良負亀 f■つた標=地2“θと寸Ъ。ミつ島省 t
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足 り蜻 萄 :■陶 為亀
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~c 1ヽる こ とボ わ ヘ
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)ヽ■キ3.6ЩIこ
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う′ミ林 ふ燕 りヽ 作ヽ
■栞れたⅦ、つ‐為氣 と
一致ttるよ
う r.ミ郁掛ナとこ
く。 急2.1で'
す で rミニ ペ^
よう ,こ1弐ボナlよ
漁 た,碁、為気 に
1本 八 熊 弘t
'こ
Rζ日ヽ ‐さJに、
像 九瀾、は垂直
ヽ句 のバ 村対
｀
砲 に つ ,ヽ~こつ
も の べ 」｀冬 々0ム
~■
fこイ無砲 上 、
tり崎 砲 の 実
几龍諄′に手
鶴的諷‐t(聞置 )
ち断試さ ユざ→
政  及
光碑響1颯及
ム 村 午
オ3`?囲ポリカーボ'ネー ト根 躊 り
たカー ■山撫Y)
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る|び予ヒリ〕颯t(ヌ珂た1ビ千) δ・οJ K3/―ι
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ギ ア ソ ンエし
7.80K8ル%滋↓
み18K3/-4
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6.6K8ノあ″44
θ.3夕土θ` θ7
Elり7ウエ、′レ M63
イ。4-6η
"И
ηt/K=
イ=586?
9θ
見つも亀キ 夕θθμ たゝよ t・9θ%
¬幌 f■量プ理ttt仁も。 した ろ(1)・て堵 3.6颯lミミ、したこいとく部じゃト
t ttL置すれ ば 、資れ ぞ薇 ε¢´ ε%εθ`ぜ理'ヽえt枚もことボ わ るヽ b.
を2=葦ザ lふ書｀ ポ;‐上に翠豪旭り駄と■ミち 亀 1ミ
“
理残12と¨>て、理
祢 職む、 拠郡t的に鷲ミ督ヽ ■つむえた 。t、 ″tの竜こ!じ
“
ミυあ る 'ヽ1ざ場
と書 ミ換 えてもて しつる、え砲 ι'つlぶもち 3んで'あЪ.
上 lミ道 べ'^ミt・と月宝ら もた め lごやr)ハ虹歌 の一・●1≧ たヽ下 :さ
熟Iケ.吉ヾ玄→■よ10癖L″略ι の 自ヽ 喝jネ各番‐ヒ苺ヽ ′子にたノ摯tθ.f2れのポ
リカ…ボ'ネー トベ'一入つ写ヽアイ′レヘ■市ミt,た。 その等ミフ・1'レヘ
建姓●~///に靱 し、守夫 lミ直4杢6-り嘘 矢った4■、にち鈍
で'ある彙番ち亀 るヽ6｀ 子。FK渉/″物咤みつ―寒象4葛1瞬たり費t■υ。た
た。tつ後 亀3.1でなベハように持■によζ試料・り尋ヶ■ィ〔強
r‐
ど の 環多電 ヒ可λシヽ く 案 め に 想 札 洸二ぜ レらαヵん麟じ
“
況Z7rミet薗ヽ tて、 そ
の奇 ■掟 舞 つ
格 卜 (´魯ヒkミノ
1レ7マク〔1ロッ
コ :ーレレニ´だ ふ
・
・
3≒亀 に 横
移 した 。 数 つ
壷_んだ'格トボ
■ 昂′′さキt^フ
イ ′レ4L亀3.1
でコE…ヾ '■よ う
K■曲収 宣:ま
なλ.ふ漱 募
It.
々 3.′7興 う1彙り1ヽお1に負負■格 卜漁 こ持 っ
た■l]・エヘす る平私 へう住1菫影 .
||よ格 Ь鋼皐りを電、 11‡像光漁 つへ鈍
奮ネ し ■ ,ヽЬ.
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rミ寝寝 して現ヽ
たな 寒黒 iミヽ
す るえ躁 り試
料 と C穴 .ミ
つ=ちイき、 フ′1
1レ ヘ と t ttよ
晨ミ 、薇地 ト
つ亀tミミコじ・
― フイ lレ≒ とR
'ヽ為ボ 、たな
泉としてi‡シ亀
tむ′ヾ ラ 7/1レベ
ミ 年 で
にあ っ た。
1｀よオ3.1聰Cα)1ミ、 した よ う 1ミ布辞卜糠 う ヽ 負 とサ ヽ 亀 と し
たバ 特 ヒ tつ・も負 2」像 え 2象|ミ ■_合に 糧ぃ'た。 マ ス 7ヒt■lざ
すイフ■ッシリと1乳1)、 一らに九 つ平 均 l■l我1決玖 上 の スベ・ ク ト :レと可た
汽 り て 得 ゞ 微 拠 鳳 り と 々 3_7颯は で、し ■ .: ぜヽ′く 琴審も よ っ 、
負 2サ幕由rcぉttてイタ・ 為 鶴 ヒt■試 料 :ミ よ り得 ∫ れ た 凰 ち と
賞 5.81ユlミ黒 じ た 。
10オヽ有質″ιり日ヽ はヽ 黎|卜と卑ム/5に :も4子良 ノイlレと、 ヾ:―一人つafリノノ
ヽボ ネートlI違書訓ネ十知■ヽ と奪 って お り、ギ リケ ボ ネー トー磁 懸
つた′カー■曲44.7ヵょデ 機 喚2次れぞ枚 ォ3.9Щち よび 賞3.1薇
|ミ竜もt^。 このよ うに 守りこ
'こ
R Lヽへす b平甲k′ミー 恭_奪も1彙
り賛tボタロえ」れ た とせ 、′tの最_プこた /Jlよ■やLつ粟に―どθ=?0・
オ3.8巴 弓13■り方亀に45・り格 も→纏L2 っヽた
鳴ヽLへす る予私 へつ玉颯し。
1暉イトト像つお亀、ll本ォ象たドなつ竜向t
黒 t‐り b.
性
ち｀よデ″θ°の型男アいこ起りPその値応(3.5)より3ごとなЪ.キ
3.9凰のカカ 至ー山栞軍lミ肝キ0■"ポリカ ボーネートの勢ノ171 PL it約
5KlルИ≠ とケ4てる。 したるぜ・って〆=イ。ケK3/_・の31彿●為i
によってミつ試料丁さ全 磯 |ミわハって印戦拠も のケヒうtすtt'
るとチ奪tれも。ォ3,1れよリズリカ ボーネートベ :卜のポアソン
タこν=θ。3ダとし、|ミ■ハドれこのL奇■■(|・6)Llりヽt計算し、
にちれの■ εにの合膏Ъlよび 屁ち亀と染ブヽ負ウ■勧・ウ奇神ニ
々枚 ぞれ ォ 3.10嵐
“
)ち｀よび1鰺)|ミ構 t,人。 こ こ1ミ l勢黒 i■金つ
冬 い '点ノヒミれ た 達の で
1あり、 たつ数値 'TlミLいダ.「十分離れ
湊、ミ′つくミ■1 と した。 こ こで ]拠確 率4としt」熟 にハ
「
―-1.3-ドン佛笏け
の ―ス像そ 弓|:風り衛 亀Jこよ Ъ ει量 イの 史卜黒リイユi■費 3.11糧つ も10■
り許位キとiミ '｀てツ往=イ` 7缶f X fθθ=θ・8%で'あЪ・オ3!7颯
の理ばりで 上_下で ヽ事ヾギふて・恋 )｀のiさ賛tt置と しtレノく'―型 り
‐も リ ヒ |■ ノヽ た の で
:や
ヒ ペ 上 下 IC~rDl、,て 一 寒担 lCるヽもヽ ど ■ `ヽ
、 4
のゼ'時■ t'イヽと為 わ やてもパ 、凛な つ冬 い 'とこ う噂 キ も-10凰
この に■ に■ 冬■ 中だれと 1意 ヾ 一致 に2メ′も.憩茶RCことボ
聟3_3凰つ 颯¶多と ォ 3.lo lコ
“
)の特 こ山4象に¬ ′て も考 ぇ 、資
れづkεに,こ省・bヾ測定tれЪことるヾ■りヽり、気に4べ'^為無ヒ
史証 t~い)ろ.
■‐希■内いミ蕎 れ
~J‐3薇い 各ヽ卜分 の社 苺 ち 負 つ 登 l■― 役 に ■ っ っ‐
歪_バ分´ ~~4°
ι=ε“Zιtt εサ滋
え-1‐祐称″ι″彫 (3.7)
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|ミ訳 持 ヒ |ヨ兼lして 理 足 ヒ貧 たヽ^ご より。
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エップL崚ぃ'た場合 |ミつ りヽ■為 えれば より。
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によれ,ずこのスた去 |よ■卜らにパ■の亀t,製えムであЪことば
'わガヽ も。
30本/―の回萌格 子tさ 、鳳蕩準ざきとしてl~3~格子颯鴫の人で
ヽゝtのであつて、写真的にし代 ら｀ つi九■摯わなくても作 成
ででもの■・やミとして選´んだポ、さ 6‐′さ格 )式張つ紳 る｀ }｀t9
2/負亀すれば'(3.イ〕ゝ よDaミ6｀ も｀砲 ようにジ蠍員■ttR確ヒぼ作ヽ上_する。
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″ 二婦 籍 .
て'あり、(3.19)k(3.18)|ミイヾ 入 して
△χ=θ.87化 (3.ユθ〕
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パ リカ ボーネートの九雑 パ■はオ3.1■1゛ ヽ し為こνとく
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九年末に対す る刊 料 とす掟 ぽ その影 雪 ≧え全 に取 豫 くことポ
ぜtЬ。この よう 1ごすれば尋ケ■イもつ影 電蔵ネ囃■す いな|うヽ リ
でなぐ、奇■■ 糧とた牛ミ とと分 離寸 bことボπnt Ъ入ら′ミ
為嗜:|ミ置 Iミヽ す も奔41■うヾへ くな り、 また不と,1ミ埒卜lミヽ ヽて
も′特に及氣 九年薫 建綽itt ζ こと建裂′要と しnt〕,tダ:ミリヘ
えた与案 ′さ聰す Ъよう |ミ格 子鳳諷 t観鋳 す ることぶ ―c"せ、ま
^唄次奇tヒ■ え
~てイt、ス とヽの札ミ聾 る｀撮影tれた警 缶領´ と
して4不it夜る。
平 鶴 た 力′ミお3ミl‡ミ為 負 つit刻たす るこ とに よ って大
規さ れ るボ 、 こつ 二ヽ負 り■ ■ラミミす る l■は、各 ■ ■った格
子ヽ 負 2持つ ■個 つ試 料 ■作 成 |て―ち負 つミ 著狐 tlミ測 虻
す る
`ヽ
ち る 〕ヽ尊―ヽ
〕料 上 rこ格 子 と二交 ■t‐trて積 筆 じ、資 つ
うち ―も 亀 り春 子ぺ 峰 九豫 と平行 に■ ζど う 1こ試料‐芭回華iし
て現年起ヒ食 え |」lい)。 また男1の力颯 と し■ l‐■二おn9格3‐・≧
ヽPA試村 て1格子ヒ繰 九凛 とθパilj~燿tけれ、ず埠 九凛 と景ミ
イθ」r
ち負りここθポ漫1たでで、このちム,こ よってtイttちれつこと
'1褒
L~ぎ｀ ることづヾ わ るヽぅな。
理論 白ヨ為条 の森 来 、本洲えユ |ミよる濃ムえ黛 た |よ格 卜鳳 喩 ′ミ
邊ミ,1」ることろぐわうヽ っプミ。 鳴 、|も格 も1つ不各トロ式 記ヽ■ 3θJ わヽ%
と し、イむtによつて柱 ピ'た■分月,ぺiO溜れ,飛■亀て.りぁるとす れ |ザt
汲t定可能庁1■住‐tとし【 1■0.1lμであり、ま英■tとして1よ
θ.θOd7%とつなつて、ハい牛′ミ爪及りゝ 〕ヽ八二■でちろこと」いヽ
ダイヽと毒った。
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第4章 3{課1りkt′さ贅たアプレミユウムヽ
粗九雑ムの■
`争
やの理Цブt
こヽミで 1まアルミユウヘ粗 人結 晶Lも|ヨ■り■―Lttたす｀今 、ど
のよう恐′もヽも]tりとするるヽ 建曳亀 ウ援ヽ ミqとに_又ネ‐す と■は、
これ 手¬ピ為筆 してさた こと手tゲ|ミガ在わろ ことと
~ケ3.
牛.1  ~試ギ|のtiミ電尭
こ餓fi丸ム にFつてく下八|したアlL/ミユウヘ組 す_森島L執
:視
「とし て
|八 'ヽた。試 場 |■各ネ亀どミ札 1ミよつて たの■黙ヽ
ボ 霙な り、tつ
ために● たヽは'キ牛_l Щ Ctりに尽 しアLょう|二答椰 t馳璃いくお 、い 掟
Ъёギ、 ヽ)まこの」各義ミξミれ‐う｀ 3つ及ut≧一二1ミ、と寸 も
'■
め′ミ幸こ働
L■メリTれで嘔ふ ■」∫ し、その■砲 |ミ葛 九栞 ミヽ奎尋 tミ。●■
|ミした写真黙九葺tiよオリ丁_ンフ|レ′子■ ミ業委当う t子■1共島i喝尽 九
ハi租lミヽ オリ■ンフ|レ・フォトレジストt暮卜し■OPR)~`n≧仁 ヒミヽ嗅 し
:膨血ん∫ rミざって為'特■ミ lミミ膏にた。沿脅亀凛奪Lのが九嗅
の改 鳳 ボノミ )ヽと、′認九 じ飛 Σミつ た‐もミパ 九 鰊Lつま ヽ ハ
Ⅲヽアで 4｀
司■tヤt~【し き )｀、 千 卜｀よIずT分リア取 もヽし奪 t)の■・、刊乳・1象1デ |ミ嗅
/f_‐fトボとれてしようミた。どちろFしたがってここご¬よミツ熱■
の再こ尋パ |;“蓼ノこ下とう■うよう :こ した.こつ熱 九｀t_こ塗 」ヽ こ■部i
ふ援し/ヾ力L札嗅してバ兆ゴtミーミにぜ尋する書やj碕ぜ、ムヽ タコと嗜ぼ
:
位 …い )3。
朴 OPRl■lス蔦 餞ヽ‐育 に よう。 '
イ07
村「ヽ_|こlθ為 4物%の日ヽ 鳴 啓 ド ミ載 等 し、―壕ヒな るl象つ食 亀 生゛ え
八 。 こ の 1■■多 2う アヽ た ア
'レ
ミ ユ ウ ヘ 米 ｀た 1■ξミ ヒ 茸 ご 通 九 又"ヨ電 凰Iミ し
て変も つ各段滝の格寺
`象
≧壻
「 ■
S単した電冬 ずれた写真_フイ
ル■L二j杖の 物覆左″ ′フ塑絃′ Z ‐｀4島し、 フ′,′レヘと彎凛 μ
山 Lttrこ〕た慟 ハ7ラフイ ンミベれ 、演義 してえ灘 つ烈 表_九年ミ
つ試 '持と した。
4.2 えミ≧籠果二ちヽよひFお氣
34.(プISLべ'飛ず1畿に計って 亀ヽ駐 し/こ堤蒙ヾギ11こ―D りヽ【なきっアゝ :ミ
、1定つつも―孝宇時|ミ ) りヽて■も 量 ヒリ1災増 してくミった と、 tミ4等
じ枚 た絹 ミ ヒ賞キ.イ 颯 (´ι・〕～こ8)|ミ黒 じ飛.格子賛、つへ 1慟ほ
`16た
り~'こ質ロミ警こ で'、 j乱九飛 九 ぺ tよ為 きヽiゃヽ 電 とヽ歌 ミtAじЩ
Iナ に札 した■彰 量 lよ'理黒鳳卜耳1つ援1‐た。ヽ ゞ写Цしたもっプ、試
ポ十ぞイトつ 平 t匈´1■~ご'ある。
そ4.イЩ この |ぷ‐都可米十れ た ア´|レヽ‐ウム、粗 た｀ヵムよ り鵜 亀紅 リデ
丼 ■顔ざ九tもや1ぜ小 丸 |ミ 写■導童繹生じ73‐もので'もる。 ■た人栞ミラ
ウエ写真 うヽ じヽ薇lLえつ てキ4.ユЩ に熟 しハ。ヽ′お卜つた ミさ
l↑凛繋取蝿囁 62綱り電′「F島イ1/れ′7/3およデス さで,4/れの で らっヽ。
そ4,{風彰)～こ各)の1翼彰 tざこの々 ゆが 、平均由3恐″ギ宇びtとャ
ノヾ とし、たの強2介う と して冬 ぎ々 ~こ )ヽるので、写■で 由く
塊わ オ` て ,ヽろ許・有 f専たのも1及.oせ夫 ζ"・で11び'ボ人 い '書卜分 {ミ界ミ与
す ら。上に 写真 で'黒′く■七わ仁 て )ヽもたつ弘■_それtヽつ'き,今lざ相
ヽ静ヨ1ミ穐 ケつ書ゃ‐分 、す ■為 ち脅 メ'ウ‐)■0もヽ1かに｀ 当.して、)
ふ 33.イ をIPζ.
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奪牛_1曇
(α)
51課ヵ■形′tなたアレミミウヘ根た縄,ξ車つ■tttt。
(α)へ(tンミ|」・i香としてつも1轟力■■プ竜おξび`書纂t!ミ
ン負 県 ■ ■ て入つつ積 場1■■ tた。
組 ふえ 。t´こIT球+_λ颯 にXЪリ デ 〇・ アで尽 じ飛、
X           0
(の θ.39あ すイフエッジ
CC) 1・5ツο す′(フ■ ッヽジ
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イ1 ´
キ4.2凰 アリレミユウヘ
俎夫績品費4.1図(のり
マ1彙り報 ち負 |ミ眠す も
ヽれ 。
る。 ■^光
ら 強 た倉 Ⅲ と仲 び つ
社 ■ とlI量6,に一 致 して い る。
(4)■Ъlトゲ (C〕1下全 体 としてセ
れぞ枚θ.8%,イ.ケa/。の弓t薇り■
形 ≧与 え^tので、■影 レンズ
|ミ の。と■っ級 市ヽ,たで′ち Ъ―ス 九
式/をつ スヾヮ|ヽ |レヒすべ′又も し^
ゴЪ合 ′ミ1トミに基づ く風■ち1■fT t
宅鬼現tt掟弯 る｀ヽス づぐ、 たの1コ前
スで 7卜1レの子要Fミ寝禅tつ住 ミ
|こヘミ濃14いヽどすイフ■ッジヒ番 ＼ したとき,ミく さ代入|ユ形 で'
あ る 。 こ の 颯‐形 と この の熱 墨鐵■ と建¬ドにし て み る と R一轟 晶 粒
肉ぞも伸び′哺―礁 でなく、また結晶れネはイ守ぴボ掏末tねて
)ヽ3 こ とるヾ キ)るヽ る。
(沈)あ｀よび:(0応tれぞれ49%ち｀よび'8.?%のも1飛D変形とか
たたもつで'あろ。■形量べ多く奪ってt)うのて℃旭与」曖■ミ )ヽ、
12.4でを 家 ヒた よ う fミFFt寸う スヾ クト:レリヽ汲 学誇卵ゴヒネた
うよ うな た巻摂[■0入した とミ lミ奮卜6｀仁た 図■,どに)ち｀よデ
(C―イ)tuぁる。こつ船 、 たキ視 つ訳 禍ミ憂¥手0～1つ篭 風必ご
スヾ 7卜|レつたボ リ1ミくダベ1又九 くな る′こつれてスキドユン ト
ラス トろヾくし下す るのパ礼 2いれ
^。
 し^お っヾ て ス ヾク ト
|レつ
九ボ リ よ りもヽ へ幅 つハ t)え等裸[ヒlλ )ヽハ.' 一ヽ 熱 馳地 へて'
t響で¬‡―燕 ゼ′在 く 、 ■茶森 晶泣 ネ !志碑 ぴ ボミロ黒tれひ 〕Ъ
ミと 1よ Cみ)およ‐びてCDと員 じ′‐ぜ ち Ъダ 、t∫Iミ(リユ な っ て卑Q
イ11
るヽ )ヽR議でl現わ拒 て )ヽЪす ベ リ 1ミ よ Ъ■ぶ頭 鬼 に着ジヽt憔る。
こC-2)の鳳彰 噂 すイフ■ツジ ヒ 呵い )てヽ Sれた も つ で あ るべ 、
(ι-1)(ミくゞべ1て中ミ ■ ■ の むヽ 今 ボ ノンなtl. コントラ入卜 T｀良1)
るヾ、に―イ)のよう1ミ 登づテ神」ミ々 え|ミ現われマ )ヽ■ )ヽ.に-3)1さ
すイフ■ヽッジ■(4-2)のもつ′ミく6｀べてヾへヽR減びλへ等て石t
のz"あも。(2.イ3)で'ネにハ破■ミ寝″気
“
)+8のえ類 93 (ヾC―劫
′ミくダベ'て夫tくなっ‐て )ヽるスめ|こ 、増ゃ口した3のイミだitすえ
の 3二え乳が4=画1こを□たδ仁 て ヽヽ ると亀件琴ス「ミ
キtる。 ここ一七手う|まスヾ
ワトlレの九ポ リよりt賞ゝ1島つ役 )ヽ九年破 と,■ 'ヽたとミ|ミく
δれハ颯
“
ぜ、に-1)|ミくタベスで ゝミ え殉いさてき下 して )ヽる .
(C―夕)はも2_夕で:為無じるよう 1こ九豫喝 をたげ 、す/fフ■っプ
と配合 て て衝病:型摂Lの及理 とミ 蔵 tてく S薇為興ち で'ちЪ.
ミ枚 1■ほとんど'(ι一つ コミご九及冷 膏 k tt t■ち｀ りl寿曳に
4負■ヽ さイてて 1ヽることろヾ わめヽ も。 また1たこの千歩 フイ|レター をIL
メトし、々と。331コ|ミ薫し不足亀八ふ埼■パ 々のま ゝりた と興 り、
解‐6%μ9j豫リノc置にすイフ■ップ芝尋ヨ入し為。 このとt(C-1)
にな し入 IЩ■うの `ヤ ご号垣つユ及ボ最 も
~r_でヽ)書卜す は自ヶパ ろヽ)
庵ヽ とな もの多く:眉Lサミtれた。 また 3■■つ号Lしくヽ つヽ委口さ塊 り
ヽ色 とな も―て、封舞トリヘ亀 もヽ 6｀堤 t'飛亀つ畿 ■■ にぢ b亀程:壕
ろヾ}層L援Δされ 、ζ2.6にミベ'たよう1ミ亀え で'もな Цt枚た。)人
上 (4-イ)～(C一」つ の各 鳳ル 「さ費2諄て`え案 し た 各 く負議 ち ス の
代 約数 を た つ 恐 ゝ■ づ
itすこ 又 )｀る。
ゆ は24・8後のなゴb■靭 えたもので、喝 とミ って iヽ3光頸、と
すイフ■タヽジ:■朴冷 てス面積型型リ ノ■i■2ミ蔵 して得 ら疑ハЩ
イイIし
影 であ ろ.各熱亀札 ヽウ/fOびり えパ九 ミく4って、曇 ミ崚 ヘ
の■化 iよ懇 ヽ自きたンtヽ■くな って、)ろため ,ミ、琳壺Jへつ変イも1事あ
ま り量莫晃 1ミ麓Lttt t校み t'。試料 の最 もた つ訃分 は訊飛 りちq
lミふ千な緊 島粒 ネリ影 電ポが織計の二も卜にもヽキ んで 1'もこと
が集駐烈tれ色“ル花 とわ のア:レミミ句へ粗 た森 亀ヒろt請ミリヽ
彰 ttたとさり史敬輝 Rrcょれ ば、粒 ネttの■彰 は各恭 晶
札 のちこ とし だヽIミぉってα ‐ず しt詢栞ミⅢlて 'ヽ肇うヽ 、A。 こ
の虹験 flで1■、二 つ各 量つ で殺り tヽ tt Ъようにヽテ多「‡駒栞さ
れ て ,ヽ3。       .
こ8)は39.ケ%のたt奪81録こつい つミカヨええ tウゼ'、 守夭 の
お 晶翠ユlC inし飛 。 資 こず こつ書や分 等ヽ ゴつ 風・府た り九 ボ D■
i蔵う こ|つて'tちた、巻だた避イ甦1■(入. tり
`負
4イ・夕れ の31うえ
り■彰 2がえた とせ |ミ 、 十 た9暴墨紅 へ又n九ワ 自ミヽく ヽえ マ
}ヽ3伸ダハキト分で均響声した。θ・8%贅形 の
“
)t tt Lと、そこ
と〔ミごキンテボ最tイ申び1ボたτ口、′魏寝中に■ヽ6 力々 泉 |ヤ吉卜時〕
「
じ
う初 婁ヽ で・すで'′ミユた)て しよう こと`ヾあら｀ も .
-1■として九与観■ へ りヽてく ∫れたキ4.1図(こイ)つ鵜果に
つ0て颯ち at影した フイ,レ負≧″互      ■"ミ査 じる。
(《_つ:ミネした断面AA之逮 してく ξれた光電乳 山黒 φく｀々 4.Ъ回
〔ミ■、した由寒L又ノ鳳盛 |‡等庭ヽド訳Zりあ る。鳳奮もつ驀≒号多′ン負覧した
写真 フイ:レヘl■
‐イーストマレコフ%ノクネ■つ■琥―Xで'、 議影 条今 |
瑚ヤ皓と無今 ≧lミピ′ミしてそのH―D山泉濠t4葛し■. tれtミ｀リ
て 光電九 曲線 る｀ゴ算 当 した 光弘及 が 賞牛_3興り為 ド言こtたた 1
颯及 邑整 に よ う毛 つて“あ 予.■つ奇 尋 i‡え つ議た分 う と しt
1(3
3・ム
|
1・ι・
ヤ牛.3鳳 5t葬り■影 ヒうtプたアlレミニウヘ粗大飛品の壼奇やつ
え量。典えはや4.く鳳(4-1)の崚範AArきつりヽててい た
ものであり、 3.ム|ざ轟亀札ネヒミして lヽb.
援Цtt tれl)b`ヽダ、このた312日盛ボ tつ恐 ゝ■量 っミ磁
とこb. じらヽ し りヽ意り1た{■相対量 !ミつ りヽてくも たのず、ィ(軌
(こ 1よゼ'日言′つ在 貴 となっ軸倍 キ ととためて4&大量 ヒいいぬして
で ∫な 1ア夜 tず'な 6｀こ りヽ。そのたり |ミや4。(Щ(ιィ)りBちヽよび
ご と ゃ し た と こ ろ Iミ 直 千ミ θ.8〃滋 の 、こ゛)不 一 'レL音 り て そ こ る
ヽ」
国市t叔も口 1中地 つ ヤぐ れ 貴 ■梨 虻 ヒた 。 こ代 ょ り 資り訃 分
の平工む格 ケ弧 喝 k写Ц とた 。 ■
～
だ:構「手イ象ミ撮影 して漫、た な
や 百いミヽ 「寸 Ь蔦
1ド
に 作 成 した とで 、交も っ合 段 F鶴(こ■ 1,マア
プレミこウ `≒碑式'キ十および:カメライミ寒いよQえtれス 〕ヽ■のて'撮影
住´尋 {■tドコミdで′ちぅた:したボって鯉■っときの格 もを■
影 tんtつるヽ ご、々っ凰寸九り礎こ2刻定 して格 きヽミ漁 ≧よL
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牧~3~枚ぽらち｀よび C、ヤJつ登量ボ足より、■れて'れま了%およ
ゲ 1114%・で1あつ
^・
このれ の九議たは総封負で tれでれλoθ
おょび:8,3てVちろりぜ、 資れをまであ｀よデ イ子.4とヽ きてえ2~Ct
よく、 こ9‐茸;建亀ミユ て九ξ家たつ煮き健L雪‐lt uたたもっボ
凰 の 人 に記 し た 承 雄 彙
呻Ъ ろ 。 こ れ ボ え ■ Sむで ■ ミ ヒ 与 え て 〕ヽ
る。平均 つ神 ず lさ 8・?%Zuあるろぐ、こ
“
によれば'黙乱地ネずは
'°
/o琴L魂ミしづヽイ申tがて )ヽなく、 きハ守夫 つ継亀tへ tりは 1と%つてや
ゲを黒 じ~い'もところポちろウボ為
らヽも.        ・
4.3 月tたちム (ごヽ寸う考条
本援ムに去 ワー つつたミな代響実は、 ミこで時中けとした ァ!レミ
ニウヘ縄 人森品 のよう (ミ不ミ自ヽ物棒 ワ乳た とば たに篤鳴象 lミ
公 う ことポ でtЪこ lミち39光群准 裁マhす良嗅イ こょって漫、
た L織う 試 、八 え が た 1■ 友 蛾、つ尋 tlミー「む葡ttt Ъ. '疑賤t≧■ く
~3~ちと慮 主 ■ 上 げ う こ と ど で tるうく、 そ の た め に 試 料 つ た カ
奇やあ るい「∫■fなう 1ざ影 響建うけ、臭昧 うもつと霙在、ス く
Ъ象亀キtるぐ■らも.■■韻
'料
iヽこ発生し不1こおミ忍 t'■嗅 |ミ
～
■1こ■
えダ仁ると1いた6｀み 夕ヽであ ろう。 な4_1でニベ'スよう|こ 争■囁
|ミよって終 卜t刊朴 、二|こ熟 写‐する場合 、威 九{ミつ暉ラマ噂cμ
以下であって、現Vこパ疋 tす■F乳嗅つミ■に亀嶋くだ。ち も.じ
ハボって試ギ|のこ分千 1ミ影 電k与えЬミとなく、一ミ虚 ず
洸表ゴご宝 Ъ.■た た3細t漁ず冬 ゞ代 入 九 碑柱 図 るヽ ずた 力今 琴
ち Ьり 暉 ■分 玲 L弓響下す 瀑|コT兼々 のミ峨=ミ2卑し｀ 嘴ず し｀
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毛質与で 1■で 〕ヽ。春褻え葛颯 |ミ よね囃
1、 こ奇仲ポミ癖 児っ颯
為分う としてイ詳まれるう｀ ど登るシ琴 ≧言ヽ料をき亀 lミわたって■っ
ま ゝ直櫛 も ことボ で き、 また t4.2で黒 した よ う ,ミ〕甦光寸
技ぼ'資れ パえき企 砲与え、等村 ボ楓 卑又
υあ る。
モア レ議 |ミヽ ■ ろ為無 tt亀3.4ぜミベ たバ、た ア レニ のニ
つの欠鳥 嗜夕さいづ弾戦)つ入 えボ島敵 蕉ttさあつ入. 4々^{巴つ
各鳳形 奮み るとすヾ )に基づ1くキ 準 |ミふさ強奮講載でヽ勤 寸 Ъ
■tよく現 われス lヽЪ」
欠 米、 日前書 きL咆い.た■ワ理 たヽ として t■&“う↓食ぅて 1ヽ
3ょぅにザ 封樹 上 |ミュ笥書 きと袂い象して、tつ訃命 やミ玉んだ
とさり回可ウl九の秘唾商る｀∫ギリて 1ヽう。 しるヽ しこれ 1ミ よれ〔ゞ1言式
袢 ヤ件つ平可∋的なミ しへ知 ることが できな わヽ。れ'料金外 r、ゎ
たる■イド・ズ
'■
援t兵甦|)も1こ (■ 、ネ司く植1⊃ 庵力Lt調イヽ■こちて る.ど 、ヽ
ち る りヽl■ピ ンネー
`レ
L置くミとtミ よつて、その一■卜奇‐つミヒ現t
兵こし、宅れ ヒ鳥武1料ぐ各 1,わたって員ミ1きにな けなば■ ダず、■ト
隼 it尋囁 るtる｀ ゝb. じ`ヽし不 以ヽ た二 tミよれ ば
:亀
/4‐.ιで]ミ、ヽ 飛ざ
う 1ミ部げキ全体 |ミわ ハつて たのイ■置と この穐 た 。ミー た Iミ録ttぜ
ミ 、イ筆粗つち力 1講こしてす ぞ れ ~4、)ヽもミとバわ るヽ も.
4.4 意とり
鳳薔格 子■暇い)■■熱良=2(め本‐り1足ニ ウ史島,「ムとしてア
fレミミウヘ堰人 継 ミ ともl薇D■つ てt英島 合 つふ 3■リボお、t
れ 案,縄品恭 I」-1ミち )ヽ~(■%ぶ掏栞tれももヽ 、bЬり 1■■4
116
さ資 ⊃ も｀ tt、 これ ■で当 筑 つあ ると こうプ ち 、た パ 、不 曳験
看ミ■りヽ イ早び:iよ検〕I■tれて lヽЪ。 また末亀墨ョコミヘ |ミすい)てで中び:[I
不エヨー で ち ること、ち も 〕ヽ1■す べ りにお3■奪 どもな乳衰ttれ、
本 入 れま つく 多て い もえ つ特 く義る(1凛めゞ象 た。
。貫 象 観52直奮苺Jこ試 琴手と ~ヽも ことうぐπ"ミ Ъ .
。 ■の命 尋 ボ鬼 ウ畿な含‐■ ち ろい |‡色鬼 と して竜ヾ 場 合 礎
|ミ為 ハ つ て 一 九 、こ様[Ц t ttLるヽ∫ ＼ 直 喜 ミ の 奇 布｀ ボ 聾
■ つ
`ヽ
ケ や 可
‐t'。
。史最 濃ヽえt生米 つ心ヽ二 1ミ式 ヒ又亀単でち る。
。 た い浚tミ尽 た ■■ っ て お り 、 特 Iミ 不 ミ 唄 匈 谷 つ 退1ミtミ
まヽ へ 動 π
υあ ら .
9郷Ц→登主載つ登0■動 L興え■いき も。
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場」章 分 返現 回甘番 子つヒ゜ッチ
慢 主の製 虻
従 来 、6o~九愚 鳳前 番,卜の検 え は 、た部 分 ミ1ミ1ミ 団前 九 を規
洸 して行 わ 掟 て 'ヽた。 し0ヽしこ枚 に き枚 ば 颯｀納訊各卜や 奮 と し
て 千 :咆白31ごど1つギ■
'■
つ撻縫九づtちЪ むヽ しづヽ
`憩
Ъこ と きヾ マ“t奪1り。
C°｀り今竃たえうこイ暮イミす るむヽ 今 =ずら粛
●91ごういЬ^ヽう■と して 1■、ビスリ+
設 九。こ各 孔寸 もヽめ Iむ生 げЪ藪 ヽ っミヶ 、す 恐 わち住裕 ヽイ咆
とマイケIレソン十 力苛 L 健´ 見 して'tた
す うヽ裁 ツ あ る、)嗜資七
■t祖ヽ コ全′トラストとしてねL漫1するヽ素⇒ポЪり、資煮 t・れつ、
囃史ヒ蒻oって、)も。 こ・tt~3-で■ヽ竜ttミ■ずくキ春きことミ 駐とし
て米フミベ |、 以ヽ 11二つラミ式 る｀ ダ台ヽ ∫もヽ 1ミやミス フト1ミ トってたミピも
翠卜きミt墳ょ史うぐヽ 熊であ Ъc ミこで:tキtの下つ つり
～
lヽ′●1とし
て ん口先に34ン 密 に よつて 電 く午tれ為 今 九 ミ 回 前 1各子 の ご っ争
■ た の壌、足 ヒ籠 っ た。
」.イ 扱ムたつ凛 11里L
乱れ 、荀‐九 |ミ lR t)れゞ 又 ,ヽる颯‐」T雫武口専ほとんど也相 格 子
であ り、キJ.1颯1ゝミしたゝうに 7'レー ズl■イでうことに よ、■、
ち Ъ奮ヽ 1ヒガこ奄tの蠍ミけりい こミスコレギー≧ミ〔〒ttてたり、ミ|ミ手 妻
よく して )ヽも,この よ うな □書 構寺 L争イ象九年 要、1ミお t)ふ悔
イヽ ‐≧『:しておえЪ准∫ぽメ イ.17)1ミお 'ヽて F(υ)。('―え_とぉえれ
ばit、0(υ)ぉょびぐLりと(1.1)|ミし^ ずって■根た理で■
f{6
わ し た も の 2冬伐 0のお よ
ゲ 撃(のとす れ ば峰じ植格 与 {よ
0の=ZP1/マ(“)ゝ
,(J.イ)
と言 け る。 ここ 1ミ
9この =αθtt αrC鍋のし%
(ケ“2)
であ り、のこ1■往墨 格 子つ番 卜 嗅 IRヒ生 ミ lミう農枚 fミ よ っ 又畿 わ
した も つ で あ る。 0のは Rミ亀識史~で:ちもも、∫ 7-リミやヽ 都むこ及
眠 で き
o(の=A。十Al“幻
“
屹
“
十 喘)十A2c劇(上Q′ιtt ψa)十……' (ユ3)
と Zミう。i(5。3)■(1.28)とrヒ導友‐し又 与 るとィエネミψ村もぐ尊彎わ った スゞ
け で ち
ら
り 、 ゆ る｀ た の或杖 つ 凰す 光llミ貴 邑 した 場 合 、 こ精口‡
え枚 で あ るもヽ j為え 3杖■ るこみ 、'。 した ボ っ て薇 積 秘 テ :ミつ
)ヽてし ミ七 ↑で'た無 し
^こ
と ぶ たの ■ ゝミ ヽ● れ る こ とボ も
づ｀ り、 九 奪製 な ど の マ ス クL再囲 燿 窃笏 回ミ年btこ゛ ヽす ■ぃで'
格 子■ 、寸 奪 わち ピッデ 課■ L ttt定寸ること試で'さ も。
lヽ■、 A/)久つ回前~光」こi5~す
`1ボ
くの工衰tt AN“鳴(″魂
“
十ψv)
て'ちンて、 生嗅 1弐液枚バNQの咀W橘寺 |ミ よる国ミ↑懸 ミヽ し
)ヽ。 ち ゞハめて'tれ■43とたえれ t｀∫、 こ掟 まで っ―次九ミ嶽
りヽ莫 耳Lや軋 )ヽとイきく |ミげで あ り、 NえジLL颯1)てモノよt状と ボ
わ もヽ Ъ,この場 合 、 牲 1■貝波 数 が N倍|こで っ て 、1も こと りヽ ゎ｀
も3″4マダ為 裳ミした よ う fミリ氏虫ヒ灰ゞ 力な時 工性力QI夕b.
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15.2 試 料 および リ｀ム足七与K
次の色二3マ」篤桑ヒミした葛式り時1■オ5.1:鷲1ミましし^tりて'あ｀る。
、くつ試料嗜平難力り 入上Jこア/L/ミユウヘ■亀鬼
:し て 、tのアlノ
ミユウヘ衝|こん燿物等勿ν″ιで玖1埠したものである。←■Ъド
ザ 争=■は竜バ|イ年,94回前 格 子ゼ'ちるボ 、今一■lt考か九 塩 |ミ臥 )ヽ∫
れ b社及 :こえ戴 した ものマ"ある。
虹験 |こ |■及築 鬼奪歌 趣 |うlヾ)、 γこれ ■オ J・≦し鳳 iミ 蠣ヽこワ建,回1で「
格 子 は iフ"レー ズ の4/1L満ハす よ うに転 置 した。す な わ ぢへ賦
光、と襲す たのた R`ミを5.(Щに ネ し不 こりとく回神Tう略争 つム.つ―
面 にヽ して増た萄 ■Rミの嶋デネとを もよ う {ミ闊L置した。 コン〒"ン
イ震砲SC
マス7M
■担昇多レンス“L コンテ｀ レす―
レンス｀ Cι
回輌蘭各卜今
コ ンア レサ ー
レンだ1こ1
ォ5,2Щ 分 旭凰凰摯 与つピ リヽナ叢 九熱え|ミミ 〕ヽた及著光像取
12θ
ォ J.ィ襄 に°、ンチ畝 九つ濃1足に鳴 1)
∫れた分光喝鳳前措 子。
拭 号 冶 きた換 7・レーだ亀
す ‐ レ ンズ
l亀よ
リイたつた し東 1ミ
|よ― )た光 とた の
こ亀 つ ス ´ヾ フ ト
1レだ 1‐
'こ
か、ヤtる
よ う {ミ して [ユ験
LぞЬ た 。
キタ。3凰つ写裏′ミホ じ
tk晏多レLだLム運Iし
ピて 1ヽ砲 )ヽ. Cι)'よナ
e―I
辟―工
辟一IL
26・イξ′
26・4-5′
∫・θθ′
300為物れ
30θヽ1統π
600/1-/4-
5.5え歌 緯永ち｀よび｀為黙
試 料 今―Iイミつ 'ヽて食 )^え■たつ朴 ミ ヒ
た.(α〕こ|ネーシた九二亀 リスヾ 7卜'レ ポ｀ すヾ 又
^〕
乳合 であ つて l■と ん ど ユントラストは住
イフエッジヒル動脇ん汐z tttrLにや｀して平・旬1ヽ
"ミ
1眠)たミのス´ヾ
・クト
'レ
ヒ取は )ヽた士ち合 fミくお れ桑鳳%であ り、これ とGDヒ■ヒ
卑ミtてケ Ъとく゛ッ今畝 えに■‐)いく罪乳鴻ヒポ ■｀とわ年て lヽも。写事
zド亀く見えて 、ヽ3苛命 {よ九の31■ボ大 tЧあ 3~て、■・ミ我パミ
の辞分 、すなわち幣 卜鳳鴫べ大き 〕ヽ卦分 ′ミ相単寸 も。(C)1専す
くフエッジとや イ｀聾県シュ慢ムに寄tたギ翡どテlミ冬∫れる直やヽ多り争ミ
である_32.3で為無したよう1ミ冽収の+9■Ъ■竜亀ゝミL減1褒Lし
ており、すイフエッジと0 1R Iを磐Щl,寄てた■ら合 1志 8くοと強3・
し
^ポ
つて減ケした2のイ直だ｀す光の3亀たボ全体 |ミわたって城
ケ しt tlう。 々 」、31コつ (コ形 と み 3と、 凰古 不トト右 砲 |ミわ た
つ て こ゛ り｀考■礎霧ヒ
'き
るヾ 功らЬつろくり習LリミtキtЪ 3ヾ、今ミ|ミ L i FPで'ヽし
た警ドを■口I吉、 沢ミ定 の 増ミ桑 ネフθ.8/π燿 1■婁ミ■・舅彙込 す 韻 えポ1ちる。
イ』し1
α2)1え地工しイ鼈リスヾ クト 'レ
≧すべ て■影 レンだ ′ミ入れ
た場合 .
α‐)・すイフエッジ21次た の中ノヾ
まぜ癖べtてヽ lミ球♂乳つスヾ
フト1レ ≧耳λMざいたEち合.
(C)サイフエソヽデ と1,え九の申
ノヾ よ りも■ 1ミうた2いで'導入
した名合 .
|   |
オニ3咀 分九員回薔驀 十争 ■リピッチ観 九ヽ.各写嗅は lミー視 路≧ヽ
力 tててネ してある。 (ι)′CC)lミお 'ヽて児り贅、左kl終卜栂、の■まは
(■ヽ 力す る.
イ22
(α) 1'た鬼重メ砲つ
Lすべ て電震彰レ
た場 合 .
ス ペ フ ト
'レ
ン だ 1ヽ入 れ
オ5.4颯 含九ミ回ミ町驀 争G―工つ
対λ′てヽ マ項卜して葛みろ。
“
)′(C)
竜力と|よ1声ぎをすЪ.
αり すイ7エリジを1えたの中
ノヾ減 "神入してヽや ■4Цのス
ヾ7卜
'レ
を五た津意ヽ)た
'あ
合。
(C)†イ73Lッジ1乏1え九 つ
守ノくノ」「りtイЪ興じよつミ■で1や
ク、した」ら合 .
に°ッチt史え。 各 写琴甲Iミー 視 賢 ■
にお )ヽて光つ弦た と養「卜盪 曝 り■
イ23
(ι)1仄九t 考´つ入ヾクト
ル とす ヾ(12影レンだ :こ
え薇たtちや。 ・
αり す/1フ■ッジtヽ)tt
の雫マ■■・I等入 してミF■
う腹「晨ミつ;(＼
・フト,レ ■lRヤミ
)ヽスメ .1「。
こC)光寺獲ヒ7現に句短
□萌 穐 に警 入 に,t場・き。
ぞ夕.ケ凰 分九|ヽЦ町格 トキヽ 工のこ・1ッ ト社其_。 各 写裏tよ鳴―視議苺ミミ々
さt又ふ tてち も。こιう´ こじ)|ごら｀ '｀てたり虫晨 と朴 〕縄「ミっ
―管数 と,I
ヽ力むし、聰常に執 リミt択3θ.17″ルタ多のi■つヽり理茨 |よ磯 じヽポ頓 Dθ苺ゴと
に繰こす鳳へ雄えであЪ.
|     |
で碁
費5.4Щ慮試 料 争 IIにつ ′ヽて行 ぅた え歌 森 果 で 、 1コ前瑞寺
′ヨよL:'Pでヽ、た疑「与唄 掲 つ 人 tl)分ヽ J《観」ヂtt tt Ъパ 、
化 の■卜を |■
~試料 今―■よ りも 梃嬌―で ち も.格卜Ц P取つた 竜 )｀許
奇 り咆t卜1こ 1■、キJ.4颯(C)|ミ見∫校 もよう|ごt、な っっに°ヽソナ
■彗むポ'あう。
オ5.ダEい
‐t~司村 e―正 |ミっ、′―こつ穐 果で′bも。すイフ■ッヽプ甦
民 1)たこ∠う、ち よび'九毎撲 71■ヽ'た(C)にヽ■攻薇ぞれ コ ン トラ ス
トボ生 げて( ご ッヽサtiえ■現 わし■ lヽ bo cιぅち ょヽび1(C)の図形
|こ i■4-.Iつ宅べ村 と Rげよ う 〔ミ約 θ.8ノ″石み| 政ヽヽ り にロッチtええ ぶヾ 妥
め∫校 Ъ. ■ハt蕉よ りも紳 イヽ l｀lミ葉に"犠と言■ たちミ鶴 め ら｀
れ Ъど 、これ |‡九年導こ■ lミヽ 'ヽたに)1ミよく現 わ仁マおり、九懇
楔 ヒ颯 'ヽハえら 1ミ4郎pを失た うt増し―い )Ъため とミわれ Ъ.
このふ風りヽけ!■議で銚ミTばヽツサ~言見え 〕T援、りでLつ」嬌ミ[尋こ、1澤ヽハ trヾ
θ。イ7屁化 つもので'■)bことポ わ 0ヽ)た。 こ仁 工9(鳳婁ヽ iミ含 ま
れ て lヽも格 も‐り奉琴こは
6θθ X θ“イ7・こイθO'ト (『.4)
マデち もり した るヾ つて たのご ソヽう―議 九 1■布咎卜織ヒィθθtt ξ Rゝヽと
して珠 こ と~Cヽ'もことパ わるヽ も,■た L」`アで ■、したむか
~■
九つ翼及 ボ・化 つ苦卜有 ょりt人であ つて 、な ン冬 lミtLよりも格‐き
Ц IRボ1メこさ ,ヽ。 ■た晨亀婁ミ色シ襲イ亀左‐3~3もつ とに累Ol桜ヽイミ1ミ ラン
グヘ∫ミ性.ご′IC°ヽリサ・督itt t tlり∫枚 る。
イ2J
ダ.4 ま とめ
口轟キトきJミよって発 生 した 史鳴搬 上 寝つ■諷 お よび包竜ミと
ヽ うえ たち (ミ基 づく本増 えユ (ミ よっ て、今 なス回苛略‐卜つピ
り｀十官ええうせ九つ誠た分琴 として事申鉾全 亀 Iミ わたって ―及 ,ミ 場ヽ
えで ミ Ъ ミとが 自ミゞりヽ とな 、た。曳や祭つ試 料 1ミ フ )｀マ颯1夫ェ
ん縄桑 、一 定 の 1ミヽ で繰ユ
~すピ リヽチ‐ 九。ぐ褪 ら∫れ、細 るヽ )ヽ|ミ
英ヽ つもの 1よ九黎甲哭とヽ 1｀れば よく現、わ枚 bミとボわ イヽ ‐ゝス .
こ々 よ .り z戯千『 ″ツ厖 リネジ
:ちも 'ヽ1)為早稔 ど可変:政九 2年
tマ熊仏つあb不良イミ苛tと写して、
…
θ″ノ%の米ミト
子■二 lミで■|■て も こと るぐ夜ノミ も。
イ」L6
絶 橘
春対 免 で l■先ず オ 1葦lミ お 1ヽて、本対 九 |ミミ l｀b寧象な与
、薫つ末ヽく嗜L鳴燻 ■楽きく と峡 は 、た奪薫 とこイt玉とつデミ
'マ
`ヽ
5牢て
瑾コミよって ■んだ'平砲 回前後 卜 の■命 キ ≧試 料―のイ象砲 ユ |ミ 九
の誠た分 ■ と して,1、定す もヽ ス 1ミつ ぃて た無 しハ。 その縄 桑
|‖奥 つ よ う1こ ■ とめ も ことバ で'さLs
(1)凰崎 名「卜 1■tのニ ミ 華萄―■ ち い )l~3れヽ奇 ■ 1こ こ本イギ
う牲 嗅 色9肇球1■発 生ttもとサ 奪 t tt Ъ.生んだ 曰古 春
キ |よ 、も との格 与鼻 に 直 負な崎 穐 ヒ為 え る と セつ 盤蝿 的
なう友ヒ畦 功欠と し、tの前 硼 ヽ 亀 の ■分 不 ■ ■竜ミ波 と し
て 史鳴 :ミIえ枚 交議 でキtてい Ъ こと るミロミダづヽ と■ ,飛。
(2)盈今■ を言芋嘲「つイ争穐上 `ミ 光っ叉ゑ分 尋 と してく もド 囀、
そ の■‐ぎヽ 班疑産復諷 寸 ると言言う■■もで た た る ことめぐマ"ミ も.
資れ {■ミ億 薫 (ミ73S t,てRう友枚キ友変訳 瀬ヒリ復、 R"鷲iなわれ
て 〕ヽろヽ滉麒漁+岩ムと1ミピ こと遊すれ (∵1ど 1｀.す奄 わち試
母 リスヾ フト lレ砲 て“ち う再じ″ジレル児国ざT砲|ミ 九奪裡 ろヽ どり
マ 入 ク■寸 )tt‐て、腱 ■ つ Fヽ011ミイ貝11書1■ミミキつ よう 1ミ
な っ 茶 ■ ん だ 回 す 格 卜 つ スヘ・ フト!レiミ 拗μ ttιずんみ鯰九ル2『 ヒ札
て ば〕い )ミとざ わりヽ 〕^.
キと埋諄■メ〔す各翁1つイ2訳為去 ′ミつ 'ヽ■具体 色つIF不たヽ し、t5
fミtれti気験 fミ計って4りた。 々仁 5~の轟 永 t■ )たのよぅであ
る。
(イ) 凱'料t馬, すヽ る霊甲ミえlつ醐勧″留 」｀ごた条 ヒハホえ、
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奥 足光年末 の九茨tとして黒 た颯、ミ!ヽヽ'れ暉 、｀ その緯 九颯
tミ垂直奪賀 料苛 砲いこつ .ヽ｀ ■ つ■分 不ボ 、イ象砲ミtの前‐島
の検軌薇 置 で興たヽ れ Ъ。 した製って た冬豫合 梓´ ■亀え
れ 1ず、ゴ功サ1志くつ各首 破 ワ積 ケtれて'全L■R峙(こ風 え
マずせ bミとるけ メ っ｀■ .
(2) マ ス ク と し て すイフ■ツジ ■ lλい れ lギ1くい ヽマけでL. ミ つ
プ覧合 、・ヽビ訂ヽ寝ヒ司七わし~こ lヽも興ボ多の実′曳苑ミと_■ントラスト
■ 黒 合 て て ミ え れ ば 、 こ と う 1すた 鳳 前
‐格 キヽ の 平 IS(■寝 枚
の スヘ・クト1レイ■置にすイフエッジΣ貰¬入 して 、 t校より甲ミミ
鮨ヽ地つスハヾ 7卜lレヒ肇、商ミくのうヾぜ註も よ ,ヽこ とるくわ るヽ 、為。
(3)ナイフエップLミ｀jた場合 にヽ3れЬ図量御~R■iのスヽ 宙 り
とキ |ミ も烹囀 生ヽ コントラストをミ つてお り、 力曳友tよい。
こ量:ぶたぜくな もとを実友 t■碍 くな るので登量 の■ヽ
‐さり
とでに |■ t〕 ЬのごCtまし りヽ。
①  マ ス 7と し て 初調亀こ ミ 羊 ぷ 蔵幽 ″ 喝 易 曇 ミ●登ロミtつて
直濯議的 1ミ城 ケ して )ヽもなや楔 ■1｀ )｀、 tれでつム事球Lつ六
ぷ り■党/せ|ミネλえばヽえにく賞ミt枚、 この分尋 とイ象軸ミ
リ諷,証分う と i■■ しく―爾たす ることるぐ4D`っヽ入。
(5)郡疑九 ジ駐を喚 1ヽ人とき 、     の回部Tイ象は質ミ却も試 りλ
0ぐり建示す いず 、ミミヘ マみク として面ヽ型櫻_と時入す
るたザ中こよP tt ti4■首ミゼ
lミ 、 すイ7■ッジとf■いた とき肝
りも復■ つた 1■及 |■負こす Ъ.
(6)醜琴気可ど霙 つ Дヽ 理、と {ヽじ'こと `ヾ、 当ゝ 飛 ャ島ミ■ミし、 電 tけ衡
に すイフ■ッジ:t喬入 す るた 漱 、 ち も 夕｀t■)贄■ .穐とヽ った
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黒 九環 ヒ員 tゝ てR襴コミすイフエッジ エt市入す もちユ 1ミ よっ
て もミ 成でit L.この場合 、単 亀、つミ 九漁 ヒRいる崚 り
も た奪票 ■日ミ`、もく{甦l■π"さる。
(7)叉二 り雉拳へヽ漱 イミよつて卑 亀で 現、われ て 〕ヽ英 Щ形 の大
本 :こヽた の 亀ヒー哨静こ/」tlλ Ъこと |ミ ぶ つ色九 と して ■奇
■ ■摯lЩでヽ る。
試料 |ミ平薗々カポカロえ∫れたとで、ミヽ負つこヒ測 史ゝすれ
1ず
1仁九ち亀のこと大虻寸 もことがていミЪ。ゃもキメ '1志、■の
ために,凰ミ↑朴}21λヽ}A‐/T‐汲ヽた去 といるヽ1ミミ lミす るもヽ 、史「象
つ 至 現、え 1ミバF寸3ち量 ヒ絞 「試 に た 。 あ わ tて刻 え ポ λ lミ つ t,
~Ct_為無 し六 。それ St とゝめ るξ次の 魔う2・ち Ъ .
(イ)平通試 料 の養I音|ミ よも尋 ケ変化 な ど lミよって生 υもな
気たの代 芥ヨ■イ咆1意外 ∫ れ るイ象η二 つ 羹 友↑ ■ |°た ｀ く母多弯
す る。 それ 破遅 け も飛 め ′ミは試 料 ヒあらG,4ιぬν
"炭
ブレ′ミRl日ヽ し、
ttボ鶴 (こ乃 b ttbイよ2撮影 し養 早■ フイlレ有≧場ヽ え た 牛
鷲コミ・ヽ「IF 3学'ヽ虫サとT打れ tぜよ )ヽこ とるぐわ らヽ っ た 。     _
0 歪 ん だ:穐「手僚 棋 最多じた フイlレ4ヒ濃ヽ 性 な 争 薫 ′ミヽ‐す る
ボ オ十と した と き !ヨI、 九 や 豫 、と賛童 撃 置 とL命雛lする こ
とガぐで:さ る。 そつ^め
lごそ 童 議 置 にヽ す る銀 限 づヾ 奄 くな
り、 ■共 不ミ ロミ彗申計にべ してt及ヽ た 感東 ≧組tてる こ l
とヒダ 辱 と しそ 1).
(3)二ヽ気 の■ と興 虻‐~5~31ミ暉 黒)■格 子ヽ亀 2ミつミ個
の事いヽ2作成 して、一竜 ヘ ウ建 ≧社rt iミ乳 虻寸 権 IT｀よ )ヽ。
件)ミ個 つヨキナボ//1■∫れ4｀)島ノさl意、_可料 ミ1ミ略 トヽヒミ
イ2?
た えttて平 写 し、そのうち―竜負 の構 トボ緯、え褻こと平
薇 |ミな るよう
.試料 ~2回や、してジЦ女已ヒ資 えば よ1).
(5)―ヽ亀つ祐 手珪ポ■ ス剤 だに呻特えヽ負の生t減、た■ も
|ミ は、格 子L終"九弩、lミ賀rして不lでけれ ば森ヽ、え瀑、と亀 ミヽ
亀 つ社製理 えでミ Ъ.
(6)可け義絆9為無 の爺 永 、本 汎Цえ二 |ミ よЪ援ヽ たぶたLT格子眠
喝 lミ逆L_rtaすることぢミiゎぢヽ っ六。柊 卜鳴R■30」勺ゎれ と
し、 い やバ40-鳳奏tで、´調  「ポiたの1崚ヽ彙 つ人
ttヒ1ミって )ヽもとTTれば:、 八え可 熊な交征 量 と して 1甘
ο,イ(μt・ち り、■たこ量 とに■「Fθ.θθ67%となって、ミト
隼 |ミ威 た りヽ t'滲Цt為漱で′ち ることパ 0ヽ∫
`ヽ
と■、た 。
キ+苺で:1■曳撫 の曳験qとして アlレミユウヘ相L人織 晶 ■ろt敬
り4是彰tt為場合 つ【ミ分 ■t冽点Lし、え ネ で′1■イ申デが 旬ヽワこで
れて 〕ヽること、あ る 夕ヽtT粒へ lミ おtTも不均-4仲ぴ な どと知
つス.宅の絹永 、ォ 〈葦 ～費3≒つ考無 と合 わて 了今 りt史畿
《)1ぼむン ~て 1ヽもえりヽ//tボメ喧リダJ「こた。
(1)象ヽ物 ヒ直壽 |ミヽ'料とす もミヒろぜ‐・ミ Ъ。
し)4/箸今 ボ拠の強独_奇神ち い P噂亀九 と して竜、1料全 琶請ミ
わ 疼 っ て 一九 lミ枝 定it薇・も ろヽ ∫ 、 直 轟 ■ つ 分 ゃ ボ 耗 ヒ つ
るヽ サ で す り 。
(3)メl篭暑ジЦまこt養ヽ米の暉卜ちジ駄にrtlして1ミ当|¬ノマうる。
件)為 け 漫 えヽ バ た と 場 っ て お り 、 無 ′こ不 ミ押ヽ物 体 の 浚、え (こ
ll‐へ効である。
(b~)佃―領主或つ:2つな11動と
'議
た■・■ も.
イ〔ゝ0
オ 〕 尊 て
:嗜特t〔ミよ る琳卜与 ミ だ 1すで な く 、 ミ つ 八 え 琺 P介
光瞑回す冶 ものぐ リヽチ毒こ九の対どこ|ぎ狐Rtた。tリホ彙lτ文,
よ う 1ミ ま と め ∫れ も。
(1)理善沖ヨム無お よび｀ (劫り森彙より、今現ミえ二 |ミ よって分
光量口前格 卜つノ番rtlイtr iミ生 C′¬こヽ)もビ°ヽソ今球=九ゼぅミ試 場合
Qにわ爽 つて―■ に現1定で'きbことボ日ミゞづヽ と奪 もた・
(■)八たにR｀〕^凰前魯 ふ
|ミ |‡警分 自91こ格 きunづご化 の評
分 よ りt交象7してい るとこう‐ボ訳(め3｀れ た。 ■^集発
嗚
に生 げたに°ッチ議 九メalょゲー定 の |ミ攻ヽ だ:篠二寸 く゛ッチ根
え Jぜあ ることイミわ るヽった。
訥 守
贔後 に 、キ対 先のた碍t与えてヽ'■■いき、本身 先 の之 合 にヽ
してたえず箕 亀 なィ住P稲黒 2襲pたた■ た準篠 日早潟 、僕 ド木ミ iミ
碗力斑却ミ瀑 く嵐事はヽ'不
しtす。
また 、終颯へ缶奪準P■7」亀、奪P式読:■1〕 ただ 〕ヽた実1■ヽ ■大
様トロ 拠助旗 複 、■ 6｀ず に本丹 電 1ミ句ち 々下tっ^橘κ
tミ
思くおネL申し上げ意す 。
日Lづい40年12R9日
夫限 夫 像 太像亀 ■像丹 礼弓
イ31
ミ 時 ■ †
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諷 波 なゴび｀に読 史 員銀
本舟 先に鳴す も議 颯 なゞグに詭 ■:■次つ とお りであ る。
1.式シ■
「 た力褻 失」こち｀ す｀Ъ咀ミ●格 子つた 民」
ォとも凰 た { 物ヽ 理 像含 奪代 議 颯含 11ャーiV~2
0乙ネニ37年10ミ1{日
「 鳳萌 格 子と夙
tJたス′力 減ヽえ  4ユコントラλ卜との キヽ紳
な工九
ヤイο回力 嗅物 理撃颯燻 ミ合武 演ノキ れ_V11-7
昭和 3?年十R{曰
「 口甘格 子Li｀｀〕たカ カ燿ゝ た  援ヽ た01」
キ10日々 風有υ理や囁イ■ミ合議颯含 れ―V11-8
昭黎Q38午4ミ1日
「 回前 格 卜と
lゝ )｀たヽ 電■二 :ミ よ るこうヽ た ミiへ及 |ミ 鳴
す 3為無」
ォ4風々 |、4η理'7含奪然ミ議 城食  3「II-6
ぶLttQ 5 9年―fO もヽLl    、
「 凰¬岬橘「きと1スリた再 颯神ヽ スイミよ るこ興 ‐え 衆議理この■イ乙Ъ｀
よが'卑亀た、ツ色1九lCよう■模tl
や碁 回々鳴詢 理 セヽ告年1ボi宅ミ3■言 3P―I-7
B乙ネQЬ曽与_10!ミ3颯
「 □苛格 子とRりた再 |コ前 ス 1ミ よ も■tttt Jれc ι燿"び
Pζ。■
2撻乳員 しさ《Jけのげ4″τ物2И 2ネ蔚ミした島′きJ
434
キ11回たミ物 理 守嗅く、理合議 澳含  2に―Bヽλ
昭和 39午4ミユ曰
「 凰ミ●牢辞むヒ牡鳴 6つそ搬え う良とたえた こ滉ミ足」
キ14暉え′嶼力傷ミ合議 寝含 4-l?.
5召和 37年9ミ8日
「 葺日前灌 によも回岬T不計きりに°、りうど苛た九の夜 Ц」
ヤオ 回力凰物 理 冬含 年代 議 寝含 4ャーV-7
日群神 3,午(1 4ヽ巳
「 凰神ケ不魯卜と颯 りたヽ颯■年ス :ミ よるこ漫tt スハヾ クトlレ萄 1ミ
九年不奥≧喬入 しな士諄4ミュ
々ユケ凰力1ヽ物 i■寺含 や賛哉 颯合 」ャーVI-7
鴫和 31年11ミタ邑
「 凰請格‐卜と設蹟=輩
とた たハミ刻え 平 萄々力 |ミ よ もこ貪
昴 り ,ミた とtつた Rュ
お12日々 lミ4勾理 年瀑亀ミ会議 演含  6PKヽヽ9
昭和 40年4ミ6日
「 口す 番 ト ヒ ω力れ 銅″ ″れ と為 た人 ■瓢足 引 誘たり■
tt tt■ア!レミミウ負担 夫秦ヨロRI つ｀茨口｀」
オ26凰蕨マ:ヽ物 コl憮含 毎公 式 ジミ含  コhz―今 イヽθ
日已摯 4-0‐3_lθ員と日
「 鳳 ヨ■竜気■ ミ 2うr〕｀ た 日 前 弔Fふのイ象 砲 積 製 ず足lミ よ も企 t
イ象り4■ゝ
ぞ妬 |ヨた l 物ヽ 理 や合 句ヽ瑠峙議 涛ンミ 2ャー下-2
Bζネ鳳4-0年10R`と日
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ェ.守aえ
「日前祉 卜ヽ2破撻L材たとしてRヽりみた々現t亀
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Distribution by tl■e Use of cOt DifflL・aCt on Gratillg`:
TechnOl. itept s. Osak● Univ. l牛, 521 (1964)。
':I_mage of tlle Optica■ Gratins i4o』.ulated by tho Signa■
and its Applica‐しion to・the 'lo ast■rement of Strain
Distributi.on::
AT_3p■. Opt. ュ, 825 (196ι卜).
lfFiae■ity of iStrain :Pattern olld rieasurelnent of Strai_n
I)isじrj_buしion in a p■ato by Usj_ng a Diffra_cti_on GIPatil■g::
Proc. of tl‐le ■4th Japan Congress for AI)ID■ied
Nech.,(■9(35), し´O be pub■ished.
イ36
